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決算審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和３年９月１４日（火） 

午前９時５９分  開 会 

午後３時４５分  閉 会 

 

２．場  所   公会堂第８・９・１０集会室 

 

３．出席委員   委 員 長  森   三 郎   副委員長  下 山 光 義 

委  員  久保田 隆 二   委  員  舩 見 昌 功 

委  員  小比類巻 孝幸   委  員  田 嶋 孝 安 

委  員  遠 藤 泰 子   委  員  佐々木 卓 也 

委  員  奥 本 菜保巳   委  員  澤 口 正 義 

委  員  加 澤   明   委  員  西 村 盛 男 

委  員  春 日 洋 子   委  員  堀   光 雄 

委  員  馬 場 騎 一   委  員  堤   喜一郎 

議  長  小比類巻 雅彦   副 議 長  瀬 崎 雅 弘 

 

４．欠席委員   な  し 

 

５．説 明 員   市  長 ほか 

 

６．事務局職員   事務局長  蹴 揚 光 昭   次  長  中野渡 孝 英 

主  査  白 銀 壮太郎   主  査  福 士   史 

 

７．案  件   認定第１号から認定第８号までの計８件 

 

８．会議概要 

森委員長：定刻前でありますが、全員揃ったみたいなので、ただいまより、決算審査特別

委員会を開会いたします。 

 なお、定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 本委員会には、去る９月１０日の本会議において、認定第１号から認定第８号までの計

８件が付託されております。 

 議案１件ごとに審査してまいりたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：御異議なしと認めます。 

 それでは、議案１件ごとに審査してまいります。 
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 なお、質疑は、一問一答方式でお願いいたします。 

 認定第１号令和２年度三沢市一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 会計管理者。 

小笠原会計管理者兼会計課長：おはようございます。認定第１号令和２年度三沢市一般会

計歳入歳出決算認定につきまして、その概要を御説明申し上げます。 

 令和２年度の予算執行に当たりましては、市民生活に密着した関連施設等の整備や市民

福祉の向上を図るとともに、予算執行計画の策定や、一般行政経費の見直しなどにより、

限られた財源の中で事業効果を最大限発揮し得るよう、効率的な予算執行に努めたところ

であります。 

 この結果、令和２年度の決算総額は、歳入が２７９億１,８０３万４,３９９円、歳出が

２７１億５,７８１万９,２１４円となり、歳入歳出差引きでは７億６,０２１万５,１８５

円の黒字決算となりました。 

 なお、翌年度へ繰越しする事業があるため、これに充当すべき財源を差し引いた実質収

支額は６億６,７９６万７,００３円となり、このうち基金へ３億４,４００万円を繰入れ

し、残りの３億２,３９６万７,００３円を令和３年度の財源として繰越しするものであり

ます。 

 それでは、歳入の主なるものから御説明申し上げます。決算書の３４ページと３５ペー

ジを御参照願います。 

 １款の市税につきましては、個人市民税が約２０億８,０００万円、固定資産税が約９

億３,０００万円などが主なものであり、決算額は４７億６,０４１万２,９６８円とな

り、歳入全体に占める構成比率は１７.１％となっております。 

 ８款の国有提供施設等所在市町村助成交付金につきましては、米軍や自衛隊が使用して

いる国有財産のうち対象となる資産の価格や市町村の財政状況などを基に国から交付され

るものであります。決算額は２１億３,５４２万２,０００円となり、構成比率は７.７％

となっております。 

 １０款の地方交付税につきましては、地方公共団体の税源の不均衡を是正することによ

り、どの地域においても一定の行政サービスが提供できるよう国から交付されるものであ

ります。決算額は５２億３,６３６万９,０００円となり、構成比率は１８.８％となって

おります。 

 １４款の国庫支出金につきましては、事務事業の実施に伴い国から交付されるものであ

ります。主なものといたしましては、施設型給付費負担金が約８億１,０００万円、駐留

軍等再編対策事業基金費補助金が約２億６,０００万円、火葬場改修事業費補助金が約１

億８,０００万円、特別定額給付金給付事業費補助金が約３９億３,０００万円、新型コロ

ナウイルス感染症経済対策費補助金が約２億６,０００万円などで、決算額は９９億１,８

５７万３,３００円となり、構成比率は３５.５％となっております。 

 １５款の県支出金につきましては、事務事業の実施に伴い県から交付されるものであり

ます。主なものといたしましては、障害者自立支援給付費負担金が約２億３,０００万

円、施設型給付費負担金が約３億５,０００万円、電源立地地域対策交付金が約１億８,０
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００万円などで、決算額は１７億２,９３７万８円となり、構成比率は６.２％となってお

ります。 

 １８款の繰入金につきましては、事業を行う際の財源として、基金から一般会計へ繰入

れするものであります。主なものといたしましては、財政調整基金繰入金が約２億７,０

００万円、駐留軍等再編対策事業基金繰入金が約３億円などで、決算額は６億４,３３８

万７,９４６円となり、構成比率は２.３％となっております。 

 ２１款の市債につきましては、事業を行う際の財源として、市が金融機関から長期の借

入れをするものであります。主なものといたしましては、水産物供給基盤整備事業債が約

５,０００万円、木崎野団地建替事業債が約４,０００万円、臨時財政対策債が約４億４,

０００万円などで、決算額は１０億６,１７０万円となり、構成比率は３.８％となってお

ります。 

 以上が歳入の概要であります。 

 次に、歳出につきまして御説明申し上げます。３６ページと３７ページを御参照願いま

す。 

 １款の議会費につきましては、決算額が１億８,５２４万１,６２４円となり、歳出全体

に占める構成比率は０.７％となっております。 

 ２款の総務費につきましては、移住・定住対策費が約１億４,０００万円、防災行政用

無線施設整備事業が約１億１,０００万円、駐留軍等再編対策事業基金費が約２億６,００

０万円、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金費が約２億円などが主なものであり、

決算額は２９億４,７８６万１,６０６円となり、構成比率は１０.９％となっておりま

す。 

 ３款の民生費につきましては、障害者福祉サービス給付費が約９億４,０００万円、介

護保険特別会計繰出金が約５億９,０００万円、施設型給付費が約１６億６,０００万円、

児童手当が約５億１,０００万円、生活保護扶助費が約９億円などが主なものであり、決

算額は７３億１０４万５,７０８円となり、構成比率は２６.９％となっております。 

 ４款の衛生費につきましては、子ども医療費給付費が約１億円、火葬場改修事業が約２

億１,０００万円、病院事業繰出金が約９億２,０００万円、塵芥処理費が約４億円などが

主なものであり、決算額は２５億２,０１５万７,９３０円となり、構成比率は９.３％と

なっております。 

 ５款の労働費につきましては、シルバー人材センター運営費補助金が１,３５０万円、

総合運動場等指定管理料が約１,５００万円などが主なものであり、決算額は４,１０８万

９,３９０円となり、構成比率は０.１％となっております。 

 ６款の農林水産業費につきましては、農業集落排水事業繰出金が約１億９,０００万

円、水産物供給基盤整備事業が約６,０００万円などが主なものであり、決算額は６億５,

０７５万１,７６１円となり、構成比率は２.４％となっております。 

 ７款の商工費につきましては、立地促進奨励金が約１億８,０００万円、簡易小口保証

特別融資等預託金が約１億９,０００万円、新型コロナウイルス感染症経済対策費が約３

億円、特別定額給付金給付事業費が約３９億３,０００万円などが主なものであり、決算

額は４９億８,９０８万７,３０７円となり、構成比率は１８.４％となっております。 



- 4 - 

 ８款の土木費につきましては、道路維持費が約６億８,０００万円、市道１０１号線外

１整備事業が約１億８,０００万円、市道舗装整備事業が約１億９,０００万円、三沢駅東

口外壁改修事業が約１億２,０００万円、下水道事業繰出金が約５億円などが主なもので

あり、決算額は３２億１,２４０万６,９７０円となり、構成比率は１１.８％となってお

ります。 

 ９款の消防費につきましては、感染防止対策救急資機材整備事業が約１,０００万円、

消防屯所整備事業が約１,２００万円などが主なものであり、決算額は１０億６,２０７万

７,９０２円となり、構成比率は３.９％となっております。 

 １０款の教育費につきましては、三沢小学校屋内運動場天井等落下防止対策事業が約

９,０００万円、小学校情報機器整備事業が約１億２,０００万円、第二中学校暖房設備改

修事業が約１億２,０００万円、南山屋外運動場夜間照明設備改修事業が約１億円などが

主なものであり、決算額は２７億４,０４９万５,３６９円となり、構成比率は１０.１％

となっております。 

 １２款の公債費につきましては、元金償還費が約１４億３,０００万円、利子償還費が

約７,０００万円などが主なものであり、決算額は１５億７６０万３,６４７円となり、構

成比率は５.５％となっております。 

 以上が、令和２年度三沢市一般会計歳入歳出決算の概要であります。よろしくお願いい

たします。 

森委員長：それでは、質疑を行います。 

舩見委員：おはようございます。 

 私からは４点ほど質問させていただきます。 

 まず、成果報告書の９３ページをお開きください。 

 ３７番、保健体育総務費の各種大会選手派遣補助金について、事業の内容と詳細につい

てお伺いいたします。 

吉田市民スポーツ課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 まず、各種大会選手派遣事業費補助金の概要について御説明いたします。 

 まず、こちらの補助金は児童生徒及び社会人のスポーツ選手に対して、県大会、東北大

会以上に出場する場合に交通費等の補助をするものでございます。県大会につきましては

実質かかった経費の約３割、東北大会以上は７割の額を補助しております。 

 以上でございます。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 県大会以上は３割の負担、東北大会以上は７割ということですが、この決算額ですが、

３１万８,０００円となっておりますが、今般、コロナ禍で各種大会が中止され、全国大

会等につながる大会もないと思います。３１万８,０００円ですが、補助金の額が少なく

なっていると思いますが、コロナ禍前はどれくらいの予算を使って決算されていたのかお

教えください。 

吉田市民スポーツ課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 平成２９年が９５１万１,１１５円、件数にいたしまして９７件、令和元年４６８万２,

０００円、件数にいたしまして８１件の申請がございました。１番少ないのが令和２年、
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３年で、コロナ禍で大会が中止になっております。 

 以上でございます。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 コロナ禍前は９７件、８１件と結構な数がありますが、私の息子も中学校時代、硬式野

球、クラブチームに所属して全国大会に出場した際、この補助金を活用させていただき、

保護者として、親として大変、旅費等含め、助かりました。本当にありがとうございまし

た。大変いい事業だと思います。継続していただきたいのですが、この補助事業につい

て、肝心なことは頑張っている選手たちを激励することが一番重要だと思います。また、

スポーツの多様化といいますか、いろいろなスポーツをする子供たち、大人たちが増えて

いる中、競技人口が少なくて県大会等、予選がなく、そのまま全国大会に出場する場合も

今後増えると思いますが、これに当たっても規定があると思うのですが、予選がなくてす

ぐ全国大会に出場する際もこの補助金の対象となるよう、今後検討されるのかどうかお伺

いいたします。 

吉田市民スポーツ課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 委員おっしゃるとおり、現在の要綱ですと基本的には予選を経た大会で上位の大会に出

場した場合にこちらの補助金を交付させていただいております。確かに競技によっては予

選がない大会、例えば三沢でいいますと、ホッケー、アイスホッケー等はチーム数が少な

い関係で、アイスホッケーであれば県大会から、ホッケーであればほとんど東北大会が最

初の大会となっております。そういったことも含めまして、現在県内の９市及び近隣の町

村のこういった選手派遣補助金の概要を今調査しております。そういった中で、どのよう

な形が一番よいのか、今後検討してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 今後検討されるということで、やはり頑張っている選手たち、子供たち、応援して、全

国大会等に出られた際、三沢市から来たチームだということをどんどんアピールしていた

だけるよう、今後も検討して補助対象となるようによろしくお願いいたします。 

 次に、成果報告書１０６ページの建物リフォーム等事業費の空き店舗改装出店工事につ

いて、事業の詳細と決算書では６件の利用があったと、その６件の職種や開業場所につい

て分かる範囲でお伺いいたします。 

長根経済部参事兼産業観光課長：ただいまの建物リフォーム等事業費補助金のうちの空き

店舗改装出店工事のことについてのお答えを申し上げます。 

 まず、このリフォームの目的でございますけれども、これは市内建設会社の受注の促進

により経済活動の活性化及び雇用の確保を図る、そしてまた空き店舗の改装出店工事等を

する事業に支援することで市内に活気を取り戻すことを目的として活用していただいてお

ります。 

 御質問のあった６件の職種、そして場所につきましては、飲食店が３件です。場所は３

件とも中央町のほうになっております。もう一つが理美容１件です。これは東岡三沢のほ

うになっております。もう一つが学習塾。場所は美野原になっております。あと一つがカ

ルチャー教室ということで１件です。これは東町３丁目のほうになっております。 
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 以上です。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 飲食店３件、理美容１件、塾１件、カルチャー教室１件ということで、詳細についても

理解いたしました。新しく新規に開業されるという出店者の方、大変利用しやすく、背中

を押してくれる補助事業だと思いますので、今後も継続していただきたいのと、この６件

の、その前年度は２件の実績があったのですが、それ以前の実績も含めて、今後そのまま

継続して営業されているのか、その年度で補助を出してあげるのではなくて、ちゃんと営

業されているのか、追跡の調査等を行っているのかお伺いいたします。 

長根経済部参事兼産業観光課長：ただいまの追跡調査をしているのかということについて

お答えいたします。 

 この追跡調査につきましては、現在のところ調査は行っておりません。ただ、営業して

いるか、していないか程度の部分につきましては、玄関先をちょっと見る程度では行って

おりまして、きちんと本人に対しての補助要綱内でのきちんと営業を続けること、例えば

最低でも３年、５年続けることというようなことは書かれておりませんので、今後、今い

ただいた意見を参考にして、きちんと、せっかく背中を押した補助金、押すための補助金

でございますので、継続されているかというようなところを今後調査を含めて検討してい

きたいと考えております。 

 以上です。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 今、コロナ禍で大変皆さん厳しい状況の中、これからも新規出店される方の後押しをで

きるように、引き続き事業のほうをよろしくお願いいたします。 

 次に、成果報告書の１０８ページの新型コロナウイルス感染症経済対策費の５番です

が、感染症予防対策設備費補助金について９９件の実績がございますが、その後の、これ

も先ほどと一緒なのですが追跡調査を行ってきているのかお伺いいたします。 

長根経済部参事兼産業観光課長：ただいまの新型コロナウイルス感染症予防対策設備費補

助金の追跡調査を行っているのかということでございますが、これは商工会のほうにやっ

ていただいた事業でございまして、追跡調査は行っておりませんが、申請した際にどのよ

うなものを設置したのかということを写真でしか確認しておりませんので、追跡調査は現

在のところは行ってございません。 

 以上です。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 この事業、９９件のうち、１番申請が多かった業種について分かればお教えください。 

長根経済部参事兼産業観光課長：業種につきましては、事務系の業種、簡単に飛沫防止パ

ネルでありますとか、自動の手指消毒器とか、そういう簡単に設置できる業種といいます

か、そういうところが多かったです。 

 以上です。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 事務系で会社関係、外から来る営業の方とか、そういう部分で多かったと思います。 

 それに付随するのですが、先日、私、店、商売やっていまして、酒屋さんのお客さんが
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来たのです。お酒を当然配達して、接待を伴う飲食店に配達しているのですが、先週の週

末ですが配達で伺った際に、予防対策など全くしていなくて、カラオケも大盛り上がりし

て、朝５時、６時までやっていたと聞いたのです。そういう中で、前に市長はじめ、三沢

警察署と連携して歳末の年末のパトロールみたいなのを行ったり、夏場のキャンプ場での

見回り等やったと思うのですが、今、コロナにも大変、ちょっと慣れてきている部分も市

民の方多いと思いますし、特に若い方もおられると思います。ワクチンの接種率もおかげ

さまで進んできておりますが、そういう中で再度感染症の予防対策の注意喚起のチラシと

か、そういうのをつくって、市長や議長と一緒に三沢の警察署の署長と少し夜の街を見

回っていただけるような、そういう計画がないと思うのですが、ぜひそうやって三沢はそ

ういうところに大変気を配っているよというのをアピールしていただければと思うのです

が、お答えできればお答えください。 

長根経済部参事兼産業観光課長：ただいま、委員のおっしゃったように、接客を伴う飲食

店には確かに、きちんとパネルをテーブルに置いて予防しているところもありますし、ま

た、パネルがないのも承知しております。うちのほうで今第２回目の飲食店の支援をして

いるところです。その中で感染予防対策の項目として７項目のうち３項目をやっていれば

支援金を出しているのですけれども、確かにおっしゃられたように、カラオケが朝まで

やっていたりとかというのを承知しております。それらを防止するために今後市長をはじ

め、そういうふうな夜の見回りができないかということでございますが、それは立場もご

ざいますので、今後関係する部署と協議をしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 今後、関係機関と行政と連携して取り組んでいただければと思います。 

 最後になりますが、決算書の２８３ページ、アイスアリーナの改修事業についてです

が、委託料として実施設計業務委託料とございます。これについて詳細をお伺いいたしま

す。 

吉田市民スポーツ課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 こちらのアイスアリーナの実施設計業務につきましては、来年度、令和４年度から大規

模改修に入る予定でございます。ただ、その事業規模、内容につきましては、まだ決裁を

受けておりませんので、詳細な部分はまだお答えはできかねます。ただ、４年度の当初予

算編成時には細かい数字、工事内容等がお知らせできるものと考えております。 

 現在、お話できる段階ですと、当初約３年程度の工事期間を見込んでおりましたが、そ

ちらに関しては、できるだけ工事期間を圧縮できるように、今のところは大体２シーズン

くらいは休館になる可能性がございます。費用につきましても、実施設計では全ての工事

を行った場合には相当な額にはなりました。そちらの額をできるだけ圧縮して、そうなり

ますと当初やれるものは全部やるという工事内容はできない可能性もございますけれど

も、そちらのほうは何とか２０２６年の青森国民スポーツ大会、冬季大会に間に合うよう

に整備のほうを進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

舩見委員：ありがとうございます。 
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 国民スポーツ大会に向けて整備していくということで、ちょっと聞き取りづらかったの

ですが２シーズン休館されると聞こえたのですが、仮に２シーズン休館された場合、今ア

イスアリーナを使っているホッケーだとか、そういう市民の皆さん、子供たちもおりま

す。その休館の間、代替施設等はアイスリンクに関しては三沢市にはないので八戸とかを

利用すると思うのですが、その辺のこと、来年度以降のことになると思うので、まだ詳細

はないかもしれませんが、ちょっと計画があれば教えてください。 

吉田市民スポーツ課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 まず、アイスアリーナに限らず、一昨年度武道館の改修工事も行わせていただいており

ます。その中で比較的大人数の活動されている空手協会ですとか剣道協会の皆様には独自

に市内の小学校、中学校の体育館を使わせていただいて、武道館で行われていた回数、大

体週に２回程度は確保できたと聞いております。 

 アイスアリーナに関しましては、代替施設というのがスケートリンクという性格上、三

沢市にはございません。近隣ですと八戸市に新井田インドアリンクとフラットアリーナ、

こちら公設と民営のスケートリンクは２箇所、南部町にふくちアイスアリーナ、ちょっと

遠いのですが県営スケート場、４箇所ございます。 

 こちらに関しては、今のところ考えておるのが、まずは練習の枠の確保を今後八戸市役

所なり南部町なり、例えば県庁なりにお願いをしてまいりたいと考えております。その中

で、新井田インドアリンク、ふくちアイスアリーナは公立の建物でありますので、金額的

にも三沢のアイスアリーナと１時間当たりの使用料は大きくは変わらないと思います。た

だ、フラットアリーナは民営ですので、正直なところ倍以上の金額はかかっております。

この中で、八戸市では、八戸市の枠として借り上げております。１時間当たりにします

と、新井田インドアリンクの料金とほぼ同額、差額を支払っているというような状態でご

ざいます。 

 こちらに関しては、まだ八戸市にもお伺いして詳しい話は聞いておりませんので、まず

は枠の確保について、三沢市のスケート協会、アイスホッケー協会を通じて、県のアイス

ホッケー連盟ですとかスケート連盟の皆様のお力を借りながら、枠の確保については今後

考えてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 今後は枠の確保からということで、その後については詳細に詰めていくということです

が、例えば小学校５年生の子が２シーズンアイスアリーナ休館によって代替施設の八戸

等々で練習する場合でも、小学校もう卒業してしまいます。そうなると学童の少年スポー

ツの範囲から中学生の部活動の範囲に変わります。大変多感な時期にそういう時期を迎え

る、やはりスポーツというのは健全育成を目標に、スポーツを通じた成長を促す機会だと

思いますので、滞ることなく、空白がないように、市として後押ししていただければと思

います。これは要望です。 

 以上で終わります。 

久保田委員：私からは２点質問させていただきたいと思います。 

 まず、主要な施策の成果報告書の４５ページ、こちらの事業名、地域公共交通対策費の
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中に三沢市地域公共交通会議負担金というものがございます。まずはこの概要について説

明をお願いいたします。 

坂岡政策部参事兼政策調整課長：ただいまの地域公共交通会議の負担金について御説明い

たします。 

 ちょっと資料を開かせていただきます。 

 地域公共交通会議ですけれども、効率的かつ効果的な公共交通体系の確保、維持、改善

を図るための計画の作成に関する協議及び交通計画の実施に係る連絡調整を行うため、三

沢市地域公共交通会議を設置しております。 

 その中で、運営費、運営費は実際会議費事務費ですけれども、それを支出しておりまし

て、事業費といたしましては公共交通体系の検討事業、あと利用促進事業、あと利用環境

整備事業を事業費として支出しております。その収入分として負担金を５０３万３,５４

０円収入として支出しております。 

 以上でございます。 

久保田委員：ありがとうございました。 

 質問するのですけれども、間違っていたら正していただければと思います。 

 この中で文章として説明がある平成２８年３月に策定した三沢市公共交通網形成計画と

いうのがあると思うのですけれども。こちらをちょっと調べましたら、平成２８年３月に

策定してから５年間の計画を策定して行っていたという話がありまして、ちょうど平成２

８年から５年間なので、平成２８年、平成２９年、平成３０年、令和元年、令和２年で、

ちょうどこの令和２年という決算の時期が計画の最終年度に当たるものだと思っていまし

て、この計画のもう本当に締めというか、総決算みたいな時期だと思います。今後この計

画も含めて、どのように今後スケジュール、恐らく計画も中身見させていただいたのです

けれども、その計画を５年に１回検証をかけるということも記載がございましたので、令

和３年に入りましたけれども、どのようなスケジュール感で新しい計画をつくっていくと

か、今後の流れみたいなところをぜひとも御説明いただければと思います。 

坂岡政策部参事兼政策調整課長：ただいまの交通網計画の引き継ぎといいますか、今後の

計画について御説明いたします。 

 委員おっしゃられたとおり、昨年度で実際に期限となっております。したがいまして、

令和３年度、現行計画を引き継ぐ形で地域公共交通計画、いわゆるマスタープランを作成

するために今年度は既に業務を発注いたしまして業者が決定しております。現在、業者の

ほうでその作業を準備中であります。 

 以上でございます。 

久保田委員：ありがとうございました。 

 ちょっと一つ気になったことがあって、この三沢市地域公共交通会議というもの、何か

三沢市のホームページに会議録が公開されていると思うのですけれども、令和２年度だけ

会議録がなかったのですけれども、令和２年度はやっていないということなのですか。

ちょっと質問させていただきます。 

坂岡政策部参事兼政策調整課長：令和２年度の公共交通会議の実績といいますか、そちら

を御説明いたします。 
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 令和２年度は第１回令和２年６月１日に書面協議を行っております。その後、第２回令

和３年３月４日にこちらも書面会議を行っております。 

 以上でございます。 

久保田委員：分かりました。ありがとうございます。ちょうど昨日会議録をちょっと見て

いたら令和２年度の会議録が全くごっそりホームページからなかったので、そういった情

報とかもぜひ会議録の中とか、ホームページのほうに記載をいただければいいと思いま

す。なので、今後、これから計画を策定されていくと思っていますので、今後よりよい計

画を策定していただければと思っております。質問は以上になります。 

 次の質問なのですけれども、主要な施策の成果報告書の中の９２ページになります。 

 グローバル人財養成セミナーについての質問なのですけれども、まずはこちらの概要に

ついての説明をお願いしたいと思います。 

根岸国際交流課長：グローバルアカデミーについてお答えいたします。 

 事業概要といたしましては、異文化コミュニケーションという形で、外国人の方との英

語での会話であったり、グローバルな視点を育むために世界や日本、青森を知る講座等を

開催しておりまして、全部で１０月、１１月、１２月の３回を講座、宿泊付きでやってお

ります。昨年度は２７名の参加がございました。 

 以上です。 

久保田委員：ありがとうございました。 

 令和元年度の報告書と比較して、すごい変わったなと思ったところが、受講者数のとこ

ろが令和元年度は２０名で学生１名、社会人１９名だったのですけれども、令和２年度に

関しましては学生が１７名で社会人が１０名となって、学生がものすごく増えたなという

ところで、何かこれって学生を増やすために努力されたのかなと思いまして、もしお分か

りでしたら、ちょっと説明いただきたいと思っております。 

根岸国際交流課長：昨年、学生が増えておりますけれども、こちらはコロナの影響で学校

がオンライン授業になりまして、その影響もありまして、実際対面式でこういった講座が

できるということがあって好評だったということです。 

 以上です。 

久保田委員：ありがとうございました。 

 一応、この質問をさせていただいた理由なのですけれども、市民の方から三沢市には大

学がないので市外の大学生と交流する機会とか、そういったものをつくってほしいという

ような意見をすごくいただくことが多くて、今回そのような大学生とか若い方が多く参加

されたところというのがものすごくいい事例だなと思っております。 

 それで質問なのですけれども、このようなセミナーの参加者とかがセミナーだけではな

くて、今後も定期的に、継続的に何か交流する機会とかというものがあるのかどうかとい

うところを質問させていただきたいと思います。 

根岸国際交流課長：その後の学生等の交流についてなのですけれども、実は昨年度、この

グローバルのＯＧ、ＯＢの集まりのＡＧＡＩＮという組織が立ち上がりまして、このグ

ローバルアカデミーを受講された後も、様々そういった方たちが交流しておりまして、Ｓ

ＮＳ上でいろいろな議論等交わされているとのことです。 
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 以上です。 

久保田委員：ありがとうございました。 

 質問はもうございません。そういった形で継続的に恐らく交流する機会があると思いま

すので、三沢市移住・定住でも関係人口を増やすということを目指されていると思います

ので、そういった国際交流でいろいろな方が交流する、よりよい国際交流の仕組みをこれ

からも継続的につくっていってほしいと思っております。 

 以上で、質問は終わります。 

田嶋委員：成果報告書から話をさせていただきたいと思います。８２ページの⑩に載って

おります豊かな心を育てる生徒指導活動費ということで、そちらに心の教育相談というこ

とで６名の相談員の方が配置されているというような状況がありますが、今コロナという

こともありますので、結構いろいろな意味で児童の方、そして生徒の方、悩んでいるお子

さんがたくさんいらっしゃるのではないかというように感じておりますが、この相談に対

して、件数としてどのくらい昨年で上がっているのか教えていただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

太田学校教育課長：今質問にありました心の教室相談員のことについて説明いたします。 

 件数、少々お待ちください。 

 大変お待たせいたしました。心の教室相談員を現在６校に配置しておりますが、昨年度

の実績で６校トータルで２,１２５件となっております。令和元年度につきましては、１,

５８６件でありまして、令和２年度、コロナの状況では少し増えている状況にございま

す。 

 以上でございます。 

田嶋委員：分かりました。ありがとうございます。 

 今年度においても、やはりまだコロナが収束している状況ではありません。ましてや逆

にコロナの感染の話などが聞こえてきている状況もありますので、このカウンセリング的

な内容に関して十分に配慮しながら、逆に相談に来るというよりは相談に行くということ

なども踏まえながら、ぜひ実施していっていただければと思っております。よろしくお願

いいたします。 

 続きまして、８６ページの小学校情報機器整備事業でございます。そして併せて中学校

も同じような形でタブレットの配置がされておりますが、現在こちらについて授業のほう

を進められている状況があろうかと思いますが、現在進行形の中で子供の反応と、そして

先生の反応につきまして、どのようなお声が上がっているのか教えていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

太田学校教育課長：お答えいたします。 

 タブレットですが、４月に全学校に導入されました。大変ありがたく思っております。

先生方の声ですが、実際に授業で使いまして、とても使いやすいという評判があります。

中にソフトが一つ入っていまして、子供たちにプリントで配付していたものを一気に全部

電子データとして配りまして、画面に提示し、それを見ながら授業を行うというようなメ

リットがあります。教材を作成するときの手間が少し減ったとか、あるいは別なソフトを

使って、実際に実験できないことを詳しく見せたりとか、そういう活動ができまして、現
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在いい状況で使われております。 

 私たちも学校に行って見ているのですが、子供たちもしっかり集中して取り組んでいる

様子も見られ、いい状態で進んでいるように感じておりました。 

 以上でございます。 

田嶋委員：ありがとうございます。 

 ちまたで…、三沢市ということではなく、話に聞こえるのは、やはり物だけが揃っても

実際のところ使われていない状況が見られるという話がある中で、そのような今おっ

しゃっていただいたような内容が出ているということは非常によかったなというように感

じております。ぜひとも、これからもどんどん使用されていく内容のものかと思いますの

で、無駄なく使っていただきたいと思いますが、今コロナということもありまして、その

中でやはり学校で勉強できないというような状況のお子さんもいらっしゃるというように

感じておりますが、そんな中でそういったお子さんに対して対応するべき内容として御活

用しているかどうかにつきましてお伺いいたします。よろしくお願いいたします。 

太田学校教育課長：では、質問にお答えします。 

 学校に出ている生徒につきましては、授業でたくさん使っております。先生方も少し慣

れて、子供たちも慣れて操作をしております。ただ、やはり欠席している子供たちもおり

まして、そういう子たちも、せっかくの１台１台の機器を使わせたいと感じております。

ただ、家庭での使用というのがまだできていない状況なのですが、現在学校のほうでは使

い方とともに持ち帰った際の生徒指導的な部分といいますか、ＩＣＴに関するルール等、

きちんと伝えながら、現在は学校で指導している最中です。 

 今後ですが、国際交流教育センターにあります相談室があるのですが、そちらに通って

いる生徒等にも活用を図っていき、少しずつ増やしていきたいなと検討している最中でご

ざいます。 

 以上でございます。 

田嶋委員：ありがとうございます。 

 本当にこのタブレットの使用に関して、いろいろと考えられているなというのを感じな

がら聞かせていただきました。実際、これがいいことなのかどうなのかはちょっとさてお

きまして、ＹｏｕＴｕｂｅというものがありますが、こちらでＹｏｕＴｕｂｅという部分

がただなのか有料になってくるのかという部分に関してが分からない点はありますが、た

だ学校の先生も含め、全国的に聞こえている話の中でＹｏｕＴｕｂｅの中でも結構な学校

教育に関連した勉強ができると、そしてまた分かりやすい内容の先生もいらっしゃるとい

うようなことなどもありますので、そういったものも使いながら、児童生徒に関して教育

的に例えば今現在は家庭で持ち帰れていないわけではありますが、使える状況になった際

にはそういったものも使うというような考え方があるのかどうか教えていただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

太田学校教育課長：ただいまの質問にお答えします。 

 ＹｏｕＴｕｂｅ等、たくさんコンテンツが紹介されております。中には私たちが見ても

とても分かりやすいというものがございます。将来的にはそういうのも含めながら活用し

てまいりたいと考えておりますが、現在学校の先生方が、いろいろなアプリがあるわけで
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すが、使ってみていいものを教育委員会のほうに届ければ導入することができるような仕

組みになっていまして、現在いいものを各校で紹介し合いながら、導入している最中でご

ざいます。 

 ただ、学校教育で何をやるかというと、知識を教えるだけではなくて、やはり人との関

わりの部分を子供たちには伝えていかなければならないと思っていました。注意するの

は、ＹｏｕＴｕｂｅで知識を教えるだけではなくて、タブレットを使いながらも人との関

わりをしながら、三沢市の子供たちとして成長させていくことを私たちは考えています。

その辺を注意しながら、ＹｏｕＴｕｂｅ等の導入も検討してまいりたいと思っておりま

す。 

 以上でございます。 

田嶋委員：ありがとうございました。 

 とても前向きな進め方になってくるのではないかというように感じさせていただきまし

た。せっかくの物ですので、その物を十分に使っていただいて、そしておっしゃるとお

り、やはり人との関わり合いというものに対しても非常に大切なことでありますので、そ

のタブレットも十分に使っていただきながら、人との関わり合いもぜひとも教育の中で教

えていっていただければと思います。こちらの質問に関しては以上です。 

 続きまして、９７ページに関しましてお伺いしたいと思います。 

 こちらの三沢空港振興会負担金ということでございますが、私、やはりこれから三沢、

どんどん空港が使われていくといいなというような中で、空港利用が、せっかくこの羽田

発着枠政策コンテストの部分で取ったわけでありますが、その状況において、今コロナと

いうことでこのような内容に関しても非常に宙ぶらりんの状況になっているように感じて

おります。今後、このコロナが収まった後、４便というような内容、東京、三沢４便とい

うものが続けられるのかどうなのかということに関してお伺いしたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

坂岡政策部参事兼政策調整課長：ただいまの空港、羽田線の増便、４便化について、今後

どうなるとかということにお答えいたします。 

 空港の４便化はトライアル運航ということで、前回国土交通省のほうで政策コンテスト

を行っております。その結果、５位の三沢空港と沖縄下地島が６位ということで、この２

空港により再度政策コンテストを行って、その結果また４便化につなげるということで、

また再トライアルになっております。 

 現在、このコロナ禍において、そのトライアルの時期が再度延長されております。１年

間また延長されました。ということで、現在もトライアル、コロナ禍ではありますけれど

も、トライアルの審査中ということになります。ですので、引き続き、このコロナ禍で非

常に厳しい状況ではありますけれども、いろいろと利用促進につながるような事業を先を

見据えて事業化していきたいと考えております。 

 以上です。 

田嶋委員：ありがとうございます。 

 このチャンスは本当に生かしていかなければいけないというように感じております。こ

のページ数の中で今申し上げられませんが、見ますと都心部からこちらのほうに移住して
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きた方というものが、これからどんどん増えなければいけないのかなという期待を持って

いるところではあったのですが、ないという状況もあります。しかしながら、この三沢空

港と羽田という場所について、やはり１時間１５分、２０分で着くという、ここの場所と

いうのは非常に、この三沢というのは非常にいい立地の場所だというように私自身は思っ

ておりますので、このチャンスを逃さずに、今コロナ禍ではありますが、やはりこのコロ

ナの間に少しでもいい状況をつくって、この４便につなげていっていただきたいというよ

うに思います。この件に関しましては、以上です。 

 あと、１１３ページになります。 

 電子計算費のところで、リモートワークシステム構築業務委託料に関しまして、こちら

最後質問させていただきたいと思いますが、現在、この委託料が済んだということで庁内

のリモートワークというものが可能になっていると思うのですが、その辺につきましてど

のようになっているのかお伺いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

伊藤情報システム課長：それでは、リモートワークシステムに関してお答えをいたしま

す。 

 まず、構築当初に出来上がっていたリモートワークにつきましては、いわゆるコロナに

対するＢＣＰ対策として、例えば庁舎を閉鎖するような大規模なクラスターが発生した場

合に、例えば福祉センターとかで対応できる範囲であればいいのですけれども、それ以外

の場所で、例えば公会堂のような専用線が入っていないところでも臨時窓口が開設できる

ような環境をこれまで構築してございます。 

 それと、もう一つ、これもＢＣＰ対策としてなのですけれども、いわゆるモバイルＷｉ

－Ｆｉといいますか、そういったものをもって屋外とか庁舎外のところからも業務用のシ

ステムにアクセスできるような環境を用意しております。 

 ただ、ＢＣＰ対策用に普段使わないような形で取っておいても非常にもったいないの

で、今ちょっと、若干、セキュリティ上問題ある部分を制限かけて、平時の業務でも利用

できるようにちょっと今カスタマイズを進めて、間もなく職員に公開する予定でございま

す。 

 次に、リモートワークで構築したものとして、ウェブ会議のシステムがございます。昨

年度までは市の職員が使っているネットワークからＺｏｏｍですとかＴｅａｍｓとか、そ

ういったウェブ会議のシステムが使えない状況であったのですけれども、リモートワーク

のシステムの構築によって、いわゆる通常職員が使っているインターネット回線以外に５

回線使えるような環境を用意しまして、当初は会議室とかでウェブ会議ができるような想

定であったのですけれども、現在は少し構成を変えまして、いわゆる庁舎のネットワーク

がつながっているところであれば、どこでもウェブ会議ができるような形にしておりま

す。これは福祉とか水道とか、出先でもできるようになっておりますので、これは今予約

制になっているのですけれども、非常にたくさん使っていただいております。 

 これに併せて、内部系でもウェブ会議ができるような仕組みを構築しておりますので、

これは自由に使えるようにしてあるのですけれども、いわゆる会議室でなくてもオンライ

ン上で会議をしたりとか、そういったこともできるような形のものを構築いたしておりま

す。 
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 以上でございます。 

田嶋委員：ありがとうございます。 

 いろいろと工夫されている感じも受けましたが、本当にこのコロナという時代になりま

して、本当に人が集まるということに対しての考え方が、今変わろうとしている中だと

思っております。ウェブ会議的な部分ですとか、そういったものに対しても、今対応に進

めているということでございますので、本当に今、まだコロナ収束しているわけでもござ

いませんので、その対応をしながら、ぜひとも感染予防に、職員の皆様が感染にならない

ように努めていっていただきたいというように思います。 

 私からは、以上です。ありがとうございました。 

小比類巻委員：私からは、３点ほど質問させていただきたいと思います。 

 まず、こちらの成果報告書の２３ページ、決算書のほうでは１４３ページになります

が、障害者福祉費、こちらのほうで特別障害者、重度の障害者の内容と、あとは知的障害

者の施設等への内容が、ちょっと一緒に書かれているのですけれども、この中の国庫支出

金、これの内訳、どんな費目がどのくらいずつ支出されているのか、そこをちょっと教え

ていただきたいのですけれども。お願いいたします。 

堀障害福祉課長：御質問の特別障害者手当等給付状況に係る国庫支出金の内容についてお

答えいたします。資料を確認いたします。少々お待ちくださいませ。 

 特別障害者手当につきましては、在宅の２０歳以上の方で精神または身体に著しく重度

の障害を有し、日常生活において常時特別の介護を必要とする特別障害者に対して、その

精神的、経済的な負担を軽減するために手当を支給してございます。また、障害児福祉手

当につきましては、同様に重度の障害を有する２０歳未満の重度障害児に対して手当を支

給してございます。 

 こちらの手当につきましては、国から国庫負担金といたしまして、手当費に対する４分

の３、特別障害者等手当費に関しては支出額１,３５１万７,０９０円に対して、国庫負担

額といたしまして４分の３の１,０１３万７,８１７円が国から交付されてございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員：ありがとうございました。 

 なぜ、この質問したかといいますと、この額だけ見ると一般財源に比べて国庫支出金が

５分の１近く、要は低いと。これ、障害者の自立支援にしても、雇用促進にしても、予算

としては国からの予算のほうが、今言われたように４分の３、この特別障害者手当のほう

でも４分の３あるという話だったのですけれども、この額だけ見ると、すごく国庫支出金

が低くなっているのですけれども、これはそれに該当する方が増えれば、国から来るお金

も増えるというような形で考えてよろしいのでしょうか。あと、すみません。何でこんな

国庫支出金のほうが低くなっているのかを知りたかったのですけれども。ちょっとそこの

ところ説明できたら教えてください。 

堀障害福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 こちらの障害者福祉費につきましては、ただいま御質問のございました特別障害者等手

当費の扶助費のほかに障害者医療助成費並びにその他の様々な障害福祉に係る事業費も含

まれた科目の経費でございます。そちらのほうは補助比率が異なるものが含まれておりま
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すので、総額としては国庫支出金約１,４００万円に対して一般財源が５,０００万円と

なっておりますけれども、ただいま申し上げたとおり、それぞれの補助金の比率が異なり

ますのでこのような財源内訳になってございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員：ありがとうございます。 

 現在は市でもこのような形で補助できるということではあると思うのですけれども、こ

れはちょっとお願いですけれども、やはりこういうところに、手当が必要な方というの

は、特に子どもたちは今すごく増えている。ということは、あと１０年、５年してこの子

たちが自立する頃には、もうどんどんどんどん増えているということで、早め早めにこう

いう手当を充実させていく、それもしなければ声を上げていく、それが必要になってくる

と思いますので、それは続けていただきたいと思っております。よろしくお願いいたしま

す。この点はこれで了解いたしました。ありがとうございます。 

 次が、成果報告書の１０６ページ、企業誘致費です。 

 令和２年度は既立地企業の支援のために支出したということなのですけれども、その支

出の目的というか、内容をちょっと教えていただきたいのですが。 

長根経済部参事兼産業観光課長：立地促進奨励金の内容についてお答えします。 

 立地促進奨励金は、一般と特定、２種類ございまして、一般のほうでは新しく増設した

工場等の評価額の１０％、上限１億円を補助します。これを３年に分けて補助することに

なっております。それで、この今受けている１億８,４００万円は二つの事業所が受けて

おります。それで、今年度がちょうど最終年度になっておりまして、来年度になれば一旦

はこの奨励金を活用する事業所がなくなる予定になっております。 

 以上です。 

小比類巻委員：来年になったらこの負担金ありませんと、なくなりますというのは、一見

いいことのように聞こえて、すごく大変なことだと思うのです。何かというと、企業誘致

できている企業が３年間以上ないということを今おっしゃったことになるので、やはりこ

の企業誘致というのがものすごく三沢の工業、商業の発展にも、雇用促進にもすごく大事

だと思うのですけれども、今までの誘致企業でどのくらい市民を雇用していただいている

のか、パーセンテージですとか、人数ですとか、そこをちょっと把握しておりましたら教

えてください。 

長根経済部参事兼産業観光課長：令和２年４月１日現在の人数しか手元にございませんけ

れども、企業誘致で来ていただいている業者は全部で今のところ１８事業所になっており

ます。雇用者数が全体で１,７７９名のうち三沢市の市民は８６８名となっております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員：ありがとうございます。 

 そうすると、３分の１くらいの従業員の、企業誘致した企業の３分の１くらいの従業員

が三沢で働けているということだと今思ったのですけれども、会社によって、これちょっ

とお願いというか、できることかどうかあれなのですけれども、検討してほしいのですけ

れども、やっているかどうか、やはり三沢に企業を誘致するというのは、大きい企業が来

れば税金がいっぱい入ってくるというのもあるのでしょうけれども、やはり市民の仕事の
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場を増やすということが第一目的だと思うのです。例えば、今補助金出しているうちにこ

ういう企業の方と、やはり市の行政のトップレベルの方が対話をもって、例えばもう少し

こういうところで働くことができないか、会社によって全く地元の、ほぼ数％しか地元の

人を雇用していないような会社もあるように聞いています。もしくは本当にそういう作業

をするところにはもう地元の人たち、もしくは外国人の人たちまで雇用してくれていると

ころもあるのも聞いています。すごく差がある。やはりそういうところ、１件１件回る

か、問題のあるところ、もう少し改善してほしいところ、そこに補助金出しているわけで

すから、そういうときにどんどん、来年も補助金払えなくなるっていったら、ちょっとこ

ちらの強く押せないのかもしれないですけれども、やはりこういうことをやった上での企

業誘致であれば、もっともっと強いことを言えるのではないかと思うのですけれども、そ

ういうふうに三沢のほうから三沢市民をもっと使える場をつくってくれと、検討してくれ

と、そういうふうにプッシュすることによって、この雇用率が上がるというようなことも

あるように思うのですけれども、そういう対話はされているのでしょうか。また、そうい

うお気持ちはありますか。ちょっとお聞かせください。 

小檜山市長：今の小比類巻委員の質問ですけれども、毎年表敬訪問に来ます。それから、

必ず役員が替わったとき、また市長室に来るわけです。そのときには必ず、お宅の会社で

三沢市民何人くらいいますかとか、何人くらい雇う、まだまだこれから多く雇う予定があ

るのですか、三沢市民を優先してお願いしますということは、私のほうから、それはもう

一丁目一番地で必ずお願いしています。決してやっていないということではなくて、ただ

逆に肉を捌くとか、そういうところが毛嫌いして嫌になってしまって、結局ほかから雇う

とか、あるいは外国人を雇うとかみたいな形で、選ぶ側にもやはり問題でもないのですけ

れども、選ぶ権利がありますので、そこは私ども強く言えないのですけれども、とにかく

三沢市民の定住のためにも雇用をよろしくお願いしますということは必ずお願いしていま

す。 

 以上です。 

小比類巻委員：小檜山市長から非常に熱意のある御言葉をいただきまして、ありがとうご

ざいます。 

 やはり、長く三沢に居を構えていただいている住友化学さんなども、最初はあまり三沢

の人は雇えなかった。青森県で雇ってくれといってもまずは本社に行って作業されてから

三沢の工場に来いと、そのような非常に冷たい対応をされていたところもありますが、今

は結構地元の雇用率が上がっている。やはりそういう粘り強い市からの、市との関係を築

く必要があるのではないかと思いますので、これからもよろしくお願いいたします。 

 それでは、次、最後の質問なのですけれども……。 

長根経済部参事兼産業観光課長：すみません。先ほど立地奨励金のところで３年で終わる

と言いましたけれども、今年度、実は増設した事業所がございます。そうすれば、来年度

になればまた奨励金のほうが開始される予定になっておりますので、途切れるということ

ではございません。すみません。答弁漏れでございました。 

小比類巻委員：分かりました。ありがとうございます。 

 最後、成果報告書の１０９ページ、これも産業観光課なのですけれども、特産品開発販
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売促進事業費補助金、地産販売推進事業費の中の。これ、開発促進に非常に、まだ聞いて

いない、まだ物がちょっとイメージできないようなすごくいい製品の開発が並んでいるの

ですけれども、これ具体的にどういう会社、この上がっている会社は地元なのか、それと

もほかから来ている会社なのか、それくらいの進捗状況で今この開発が進んでいるのか、

ちょっと内容を教えていただきたいです。 

長根経済部参事兼産業観光課長：ただいまの特産品開発促進事業補助金の事業の進捗状況

というお尋ねでございます。 

 事業者は、これ全て三沢市内の業者になっております。それで、進捗状況というのも２

年度の実績でございますので、この４業種ともに事業は終了して、今それぞれで活動、販

売してもらっているところでございます。 

 以上です。 

小比類巻委員：ありがとうございます。 

 そうすると、今このそれぞれの、ビスクは聞いたことあるかな、昼イカを使った刺身の

冷凍真空商品とか、こういうのももう既に開発は終了して、販売のほうに今移っていると

いう認識でよろしいですか。まずは。 

長根経済部参事兼産業観光課長：そのとおりでございます。 

小比類巻委員：では、最後の質問で。では、そういう製品化まで補助を出して、市として

後押ししてやったこの製品をどのようにこれから三沢市として、三沢市の特産品として全

国、全世界に名前を伸ばしていく、そういう計画があれば教えてほしいのですけれども。

何か三沢市として、こういう助成を出したものを何かに活用するとか、そういう計画があ

ればお願いいたします。 

長根経済部参事兼産業観光課長：具体的な計画というのははっきりとございません。た

だ、この特産品販売促進事業の中で、毎年販路拡大のセミナーも行っています。優先的に

この事業を採択を受けて、製品化をしている方々に、そのセミナーを通じて販路拡大、そ

して直接バイヤーさんとの取引というものを行っておりますので、そちらのほうで販路拡

大といいましょうか、売る算段をしているところでございます。 

堀障害福祉課長：先ほど、小比類巻委員の障害者福祉費の質問に対する答弁の中で誤りが

ございましたので訂正させていただきます。 

 障害者福祉費、成果報告書２３ページ、決算額６,４９７万４,１７８円の中には、国か

らの補助率異なるものがそれぞれ含まれている、その中に障害者医療助成費なども含まれ

ているとお答えいたしましたが、障害者医療助成費につきましては、別の事業費になって

おりますので、障害者福祉費の事業の中には障害者医療助成費は含まれてございません。 

 ただ、この障害者福祉費の中に特別障害者手当等以外の様々な事業について含まれてい

るということについては間違いないのですが、その中で１番大きなものは成果報告書の２

３ページにもございます上北地方教育福祉事務組合分担金、こちらが歳出決算金額３,２

７０万７,０００円となってございます。したがいまして、財源内訳、一般財源の中で１

番大きい比率を占めますのは、その事務組合分担金ということでございます。 

 なお、御質問のございました特別障害者手当並びに障害児福祉手当につきましては、障

害者あるいは障害児の保護者の方々が障害福祉課の窓口に、例えば障害者手帳、愛護手帳
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等の申請に来ることがございます。あるいは、様々な障害福祉のサービスに相談にいらっ

しゃることがございます。その際には、その手帳の申請等の手続きのみならず、様々な助

成制度あるいは公共料金等の割引制度等、福祉制度、種々ございます。それらについて

は、障害者福祉のしおりという冊子をわたして、それぞれの助成制度等につきましても説

明をしているところでございます。 

 今後におきましても、そのような機会を通じて障害者あるいは障害児の保護者の方々が

適正にそれらの手当の申請をできるように指導並びに御説明をして対応してまいりたいと

考えてございます。 

 以上でございます。 

佐々木委員：それでは、私のほうからは財政状況について２点ほど、昨年度に引き続いて

質問させていただきたいと思います。 

 成果報告書の１ページ目ですけれども、第一として一般会計の予算編成ということで、

その終わりの部分、令和２年度最終予算額は２９１億１,２８８万８,０００円となりとい

うことで、前年度に比較して５２億２,１１５万円の増となりましたとあります。まずは

この増の要因を、内訳とともに教えていただきたいと思います。 

栗原財政課長：それでは、財政状況についての御質問についてお答えいたします。 

 令和２年度の予算なのですけれども、当初予算で２２０億２,０００万円ありまして、

それからその後補正で１３回ほど補正をしているのですけれども、その結果で前年度から

の繰越金を含めまして最終的に２９１億１,２００万円になったわけで、その差額として

５２億２,１１５万円の増となっています。要因といたしましては、やはり新型コロナウ

イルス感染症の対策に伴う各種事業が主で、あとはまた大雪に伴う除雪の経費の増額など

が増の要因となっております。 

 具体的には特別定額給付金給付事業費というのが１番大きくて３９億４,０４０万円、

それから飲食企業の緊急支援なんかの新型コロナウイルス感染症経済対策費についてが３

億４８２万円、あとは除雪の業務委託料として元年度と２年度の差額で３億４,０９７万

円という感じで、主なところとしてはそんな感じになっております。 

 以上です。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 やはり新型コロナウイルス感染症対策ということでの金額がもうほとんどを占める、そ

のほか除排雪等の増もあったということでありました。そのような中、それではこの新型

コロナウイルス関連対策に絞った、その財源内訳を、国庫ですとか県費ですとか一般財源

ですとか、そこをちょっと教えていただきたいと思います。 

栗原財政課長：財源内訳についてお答えいたします。 

 やはり特別定額給付金給付事業費がやはり大きいのですけれども、補助金として３９億

３,７００万円をはじめとして、あとは地方創生臨時交付金だったりとか、あとは県、

国、ほかの県とか国からの補助金なんかもあるのですけれども、具体的には特別定額給付

金の補助金で３９億３,７３０万円、新型コロナウイルス感染症の経済対策の補助金、地

方創生臨時交付金なのですけれども２億６,８９０万円、新型コロナウイルスワクチンが

１億８,１１８万円という感じであります。 
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 財源としては以上であります。 

佐々木委員：ありがとうございます。 

 まず、ほとんどが国庫から出ているというふうなことでのお話だったと思います。ここ

でちょっと市費幾らだったかというのを、一般財源どれくらい使われているか、ちょっと

お知らせ願いたいと思います。 

栗原財政課長：コロナウイルス感染対策についての一般財源ということですけれども、市

費ということですけれども、コロナ対策事業費として全体で５０億円ほど使っているので

すが、その中の一般財源としては７,５００万円ほどとなっております。 

 以上です。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 コロナ対策の関係では７,５００万円くらい市費として出ているというふうなことでご

ざいました。先ほど１３回くらいの補正予算を組んだということで、コロナ対策の補正予

算を組んだときに、一応、最初は財政調整基金を活用して予算を組んだということで、最

終的には国の補助等で補助が来て、財政調整基金については繰戻ししているという状況だ

と思いますけれども、財政調整基金について、一応元年度と比較して２年度末、元年度末

の残高とそれに比較して２年度末の残高、これについては幾らになっているか、お知らせ

願います。 

栗原財政課長：財政調整基金の残高についてお答えいたします。 

 財政調整基金の令和元年度末残高として２１億２,０００万円だったのですけれども、

令和２年度の末残高といたしましては２１億７,７００万円という感じになっておりま

す。 

 以上です。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 元年度末よりは若干増えているということでございました。財政調整基金は災害等発生

したときのための財源不足を補うということで積立てをしているわけですけれども、今後

においても、コロナ禍、今現在収束しているわけでもございません。それでまたそういう

意味ではコロナで困っている人、まだまだたくさんいらっしゃると思います。そういう場

合には、必要な場合、遅滞なく、国の補助入るからという前に、もうこの財政調整基金を

活用してどんどん対策を進めていっていただきたいと、そして願わくば、最終的にはそれ

が国の補助等になればまた１番いいわけでありますけれども、そういうことで遅滞なくそ

のコロナ対策等、必要な場合には進めていただきたいと思います。 

 この点については質問を終わります。 

 次ですけれども、成果報告書の１８ページ。昨年度もお伺いしたのですけれども、経常

収支比率、今回は元年度の９２.３％から２年度は９１％と改善されております。それか

ら、実質公債比率も若干ですが１０.１％から１０％というふうなことで、両方改善され

ています。財政当局として、この点についてはどのような見方をしているのか、評価して

いるのかお知らせ願います。 

栗原財政課長：経常収支比率と実質公債比率の比率が両方とも減になったということにつ

いての質問についてお答えいたします。 
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 経常収支比率に関しましては、元年度と比べまして減少しているのですけれども、要因

といたしましては他会計の繰出金の減少と、あとは計算上分母に入ってくる歳入なのです

けれども、地方消費税交付金が増になったということが要因となっております。 

 それから、実質公債比率についても減少になっておりますけれども、こちらも公営企業

への繰出金、公債費に当たる公営企業への繰出金が減少になったもので前年度よりも比率

が減少していると考えております。 

 以上です。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 経常収支比率については繰出金の減少、それから分母の地方消費税交付金が増えたとい

うことの回答でした。実質公債比率も公営企業への繰出金の減少ということで回答がござ

いましたが、現在この１０市の中での財政状況を見た場合、財政当局としてはどのような

位置に三沢市はいるという考えを持っていますか。ちょっとお知らせ願います。 

栗原財政課長：１０市の中での状況についてお答えいたします。 

 財政状況というか比率でいいますと、実質公債比率に関しては、県内１０市の中では大

体中くらいなので特に悪いという感じは考えておりませんけれども、比率が、財政健全化

法が創設された際、本格施行されたのが２１年くらいだったのですけれども、その頃は実

質公債比率というのが地方債の許可が必要な１８％を超えている状況でありました。その

際に、その比率を下げるためにいろいろ繰上償還をしたりとか、高利率の起債の借換えを

行うなどして、現在の比率まで落ちたということで、ずっと今まで頑張ってきた成果だと

考えております。 

 以上です。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 実質公債比率については１８％を超えるような状況、２０年度当たり、それが今はもう

１０％ということで頑張ってきたという証拠であるということで了解いたしました。経常

収支比率はまだまだ、去年より下がったといいながらもまだまだ高いような状態が続いて

いると思います。そういう意味で、経常収支比率は結局減に転じるためには経費の抑制だ

とか、さらなる財源の確保だとか、そういうのが必要になると思いますし、実質公債比

率、あとは起債を借りる場合でも交付税算入のある起債を借りるだとか、いろいろなこと

があると思います。 

 最後になりますけれども、今後公共施設の大規模改修だとかを控えているということも

聞いておりますので、この財政指標、しっかりと注視して、健全な財政運営により市民福

祉の向上に取り組んでいただきたいと思います。質問はありません。終わりです。 

遠藤委員：それでは、成果報告のほうから３点質問したいと思います。成果報告の３３

ページをお開きください。家庭児童相談事業費の中の家庭相談員の相談状況についてお伺

いいたします。 

 まず、この相談件数について、延べ件数が昨年度と比べかなり減っていると思うのです

けれども、減った理由をどのように分析しているのかお答えお願いします。 

長根子育て支援課長：家庭相談員の相談状況の件数についてお答えいたします。 

 コロナ禍ということもありますので、なかなか窓口等にいらっしゃる方というのは減っ
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てきております。ただ、電話等での相談であったり、あるいはいろいろな保育施設等から

いただいた情報を基に各家庭を訪問させていただいて、様々な相談に乗らせていただいて

おります。また、このカウントの仕方なのですが、一人１件というカウントの仕方をして

おりますので、一つの家庭に複数回相談にお伺いしたりとかしておりましたので、件数全

体は若干減ってはいますけれども、それなりの対応をさせていただいていると考えており

ます。 

 以上でございます。 

遠藤委員：その事業効果のほうに相談員３名という配置されておりますけれども、昨年と

比べ、昨年２名だったのですけれども３名に増えているのですけれども、増えた理由につ

いてお知らせください。 

長根子育て支援課長：相談員の人数についてお答えいたします。 

 相談員なのですが、昨年度２名でしたが１名が産休に入りまして、その不足分を１名募

集して、途中２名体制としておりました。いろいろな相談が複雑化してきておりまして、

なかなか二人だけで賄うのが厳しい状況になってきております。産休明けも引き続きその

方に残ってもらいまして、今現在は３名体制で相談業務のほうを行っております。 

 以上でございます。 

遠藤委員：下のほうの婦人相談員も含めてですけれども、相談員は会計年度任用職員だと

思うのですけれども、令和２年度の一般会計全体で会計年度任用職員の人数を教えてくだ

さい。 

長根子育て支援課長：申し訳ありませんが、これは子育て支援課の会計年度任用職員とい

うことでしょうか。市全体でということでしょうか。そうしますと……。 

遠藤委員：市全体ということです。 

田中総務部参事兼総務課長：ただいまの会計年度任用職員の人数について御回答いたしま

す。 

 会計年度任用職員は令和２年度……、少しお待ちくださいませ。 

 ２３５名となっております。 

 以上でございます。 

遠藤委員：引き続き、令和元年度は何名いますか。 

田中総務部参事兼総務課長：お答え申し上げます。 

 令和元年度は会計年度任用職員ではなくて期限付臨時職員等というような扱いになって

おりますけれども、２２２名となっております。 

 以上でございます。 

遠藤委員：増えていると思うのですけれども、それではすみませんが再任用職員、令和２

年度と令和元年度の人数を教えてください。 

田中総務部参事兼総務課長：ただいまの再任用職員の人数について御回答申し上げます。 

 今、資料を見ますので少しお待ちくださいませ。 

 お待たせしました。令和元年度の再任用職員は１９名、令和２年度は３６名でございま

す。 

 以上でございます。 
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遠藤委員：今の人数聞いても再任用職員も増えていると思うのですけれども、正職員、そ

して再任用職員も増えている、それから会計年度任用職員については、以前は名前が違っ

ていますけれども、採用としては増えているということで、トータルで人数を考える必要

があると思います。そうなった場合に、正職員については以前お聞きしたときに定員適正

化計画に沿って採用していると伺っていますけれども、再任用職員は増えている、そして

会計年度任用職員も増えていくのか、トータル的に増えていくのかと思いますが、そうな

ると正職員の数を減らしていく方向で進めるのか、会計年度任用職員を減らしていくとい

うことであるのかお答え願います。 

田中総務部参事兼総務課長：お答え申し上げます。 

 まず、会計年度任用職員、それから再任用の兼ね合いといいましょうか、再任用職員は

フルタイム勤務者、それから短時間勤務者の２種類に分かれてございます。フルタイム勤

務者は市の定員管理計画の人数に含まれることになります。というようなことで、定員管

理計画内で再任用のフルタイム、それから新採用を採用する枠、この計画内で採用をして

いくことになります。再任用職員が先ほど言ったとおり令和元年度から令和２年度でも十

数名増えておりますし、今後も年金の接続の問題がありますので増えていくことになりま

す。というようなことで、再任用職員は増えることによって会計年度任用職員が今度減る

ことになるように総務課では考えております。 

 以上でございます。 

遠藤委員：ありがとうございます。 

 やはり人数増えても業務内容とかいろいろなことを精査しなければ、結果的に経費とい

うか人件費が１番大きい状況だと思いますので、その辺をしっかりと精査しながら進めて

いただきたいと思います。今の質問は以上です。 

 次に、成果報告４９ページお願いします。市民相談設置費についてです。１３番です。

ここに委託料のところ、公共建築物調査及び報告書作成業務委託料という項目があります

けれども、この調査結果について概要を教えてください。 

東広報広聴課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 公共建築物調査及び報告書作成業務委託料というのは、各市内にありますコミュニティ

集会施設に関する国の公共建築物の法律で定められた調査及び報告書を作成する業務でご

ざいます。市内３２施設について実施しているものでございます。 

 以上でございます。 

遠藤委員：３２施設ですね。そうなったときに、これって何年に１回とか、国で決められ

ているのがあるのでしょうか。 

東広報広聴課長：お答えいたします。 

 これは２年に１回調査することになっております。 

 以上です。 

遠藤委員：ありがとうございます。 

 昨年はなかったけれども、今年がついていて、何年に１回なのかなということもありま

したのでお聞きしました。 

 続いて最後になります。５０ページ。消費生活対策費についてお伺いいたします。 
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 昨年と比べて消費生活費が倍増していると思うのですが、その倍増した理由について教

えてください。 

河村生活安全課長：大変申し訳ございません。もう一度御質問のほうをお聞かせいただき

たいと存じます。聞き取れませんでした。 

遠藤委員：すみません。消費生活対策費の相談件数が今年度２６６件、昨年は１４８件と

いうことでかなり相談件数が倍増しているのですけれども、その内容について、理由につ

いてお知らせください。 

河村生活安全課長：お答えいたします。 

 まず、相談件数の増加の理由でございますが、比較したところ相対的にお話させていた

だきますと、消費に関する問題、インターネットが普及いたしまして、インターネットで

の通販、これによるワンクリック詐欺、こういったものが非常に増えてきているというこ

とに関する相談が増えているということと、また消費生活相談センターですけれども、相

談の窓口として消費のみならず、いろいろな相談を受けることになってございました。そ

ういう部分もカウントしておりまして、コロナ禍における生活の困窮の問題とかも相談の

中に含まれておりまして、そういったこともありまして前年に比べて大幅に増えた結果と

なっております。 

 以上です。 

遠藤委員：いろいろな種類の詐欺の問題とかいろいろなこともかなり増えていて、あとは

困窮もそちらのほうに相談もあるということで、窓口がかなり活用されているかと思いま

す。１点だけ、今後の未然防止とか、そういうところの対策として考えていることがあれ

ばお知らせください。 

河村生活安全課長：お答えいたします。 

 まず、消費問題に関する相談、先ほど申し上げましたワンクリック詐欺や、例えば国保

税の架空請求といいますか、そういったものに対してはいろいろな広報媒体等々通して注

意喚起を促してまいりたいと考えております。 

 また、コロナ禍における生活苦に関する相談につきましては、当課のほうで信用生協共

同組合というところと提携いたしまして、これ市、県内全体、青森県も含めてやっている

事業ですけれども、生活支援の貸付業務の窓口も行っております。生活支援協同組合への

斡旋窓口という業務もやっておりますので、生活苦に関する相談につきましては、そう

いったところへの斡旋というところにも努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

遠藤委員：生活支援協同組合のことは、今初めて聞いたので、また詳しいことは聞いて、

いいことはみんなに広めていきたいと思いますので、ありがとうございました。 

 以上です。 

森委員長：この際、午後１時まで休憩いたします。 

午後０時００分 休憩 

─────────────── 

午後０時５８分 再開 

森委員長：それでは、休憩前に戻りまして、会議を再開いたします。 
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 先ほどの遠藤委員の質問に対して、広報広聴課長の答弁に間違いがありましたので、訂

正したいとのことですので。 

東広報広聴課長：午前中の遠藤委員の質問の成果報告書４９ページ、市民相談設置費の公

共建築物調査及び報告書作成業務委託料について訂正がございますので、御説明いたしま

す。 

 市内３２施設について実施したところでございます。そして、回数なのですけれども、

２年に一度の調査と先ほど申し上げましたけれども、３年に一度の誤りでしたので訂正さ

せていただきます。 

 以上でございます。 

奥本委員：お疲れさまでございます。午後１番で質問をさせていただきたいと思います。 

 決算ということですので、この１年間、全てコロナで１年間明け暮れたというようなこ

とで、内容もコロナ対策についてどのようだったのかと、影響がどうだったのかというこ

とを視点に質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、総務省の令和２年度地方税収入決算見込額というのは、当初コロナというのはど

ういう影響があるのか不透明だったので、本当に予算を立てたり、様々な事業を執行する

に当たって、大変皆さん困っていたと思います。そういう中で、当初より大幅減収と見込

まれた地方税収、これが減収幅が縮小したということが明らかになっていて、三沢市とし

てもそのような状況だったのかどうか。先ほども答弁がございましたけれども、まず

ちょっと大まかに教えていただけますか。 

伊澤税務課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 決算書を見ていただければお分かりなのですが、金額でいえば減ってはいるのですけれ

ども、徴収率は上がっております。当初はコロナの影響が相当あるかと予測はしておりま

したけれども、そういうところもなく、コロナの影響で納期限の猶予、１年間猶予であっ

たりとか、そういう制度を使っていただいて納税義務者の方は納めていただいていると。

ですので、税としてはコロナの影響が直接あったということはないと推測しております。 

 以上でございます。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 コロナ対策として国、県、様々な支援があって、そういう部分も影響しているのかなと

思うのですけれども、この９ページの市税の収入状況というところで増加項目、償却資産

及び新築家屋の増によりというふうな、固定資産税が増となっているとあるのですけれど

も、これは理由としてはどのような状況からでしょうか。 

伊澤税務課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 こちらにも書いてございますとおり、償却資産及び新築家屋の増ということになってお

りますけれども、償却資産につきましては、今現在の太陽光パネル、三沢市の北のほうに

結構な規模で設置されていますけれども、そちらが償却資産、令和元年中に建てて、令和

２年の１月１日現在で課税台帳等に登記されているものが令和２年度のものということな

ので、償却資産に関しては太陽光パネル。あと新築家屋につきましても、１５０件の新築

家屋が増えているということで推測しております。 

奥本委員：ありがとうございました。 
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 コロナ禍においても、このような増になるというようなところもあったということで、

やはりきめ細かく、このコロナ対策というのは、先ほど私も何回も言っていますが、ピン

ポイントで支援策、また様々な施策、これは必要だなと思いました。 

 それからちょっとコロナとは離れますけれども、１ページの、先ほど遠藤委員も質問さ

れておりました会計年度任用職員、そしてまた再任用職員、これについてちょっと質問を

させていただきたいと思います。 

 令和元年よりも令和２年、これ今、国家公務員もそうですけれども、６５歳までの雇

用、延長ということで、ここから２年おきにということで、あと１０年をめどに６５歳ま

で再任用等で雇用が、６５歳まで年金をもらうまで雇用があるということだったのですけ

れども、その間、令和元年よりも令和２年、これ増えているということだったのですが、

具体的にどのようなことが要因となっているのか。今回の６５歳までの雇用の、国のその

辺の当たりも関係するのかちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

田中総務部参事兼総務課長：ただいまの再任用の関係について御回答申し上げます。 

 令和元年から令和２年に増えた要因というのは、退職共済年金、これが６０歳から６５

歳まで段階的に引上げになっております。その間の接続ということで、平成３０年は年金

が３年の６０歳から６３歳まで、そして令和元年度の退職者についても３年間年金が出る

ことになっているのですけれども、そこの重複している期間といいましょうか。退職年度

でいきますと令和元年度と令和２年度が混ざっているというようなことで職員数が増えて

いるというような状況でございます。 

 以上です。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 やはり、今、６５歳まで企業も伸びているわけですけれども、定年延長伸びているとは

思うのですが、これから職員も年々これが増えていくのではないかなと思っています。こ

れを私はこれまで長年勤め上げた実績とキャリアを生かした、その退職された方が、まず

この再任用として残られるに当たって、力を発揮していただく、そういうふうな場が必要

だと思うのです。今現在、課長級、部長級あると思うのですが、この方たちの所属という

のはどのようになっているのですか。 

田中総務部参事兼総務課長：お答え申し上げます。 

 所属ということで御回答したほうがよろしいか、それとも格付けということでお話した

ほうが、ちょっと確認させていただきたいと思います。 

奥本委員：格付けというと主査級とか何級とかということですか。そういうことですか。 

 それと、どの位置に、どの課に、どのように配属になっているかということも併せてお

聞かせ願えればと思います。 

田中総務部参事兼総務課長：お答え申し上げます。 

 まず、格付けですけれども、級でいきますと２級の格付けにしてございます。これは職

級、職名でいきますと主査級になります。そして、１級から７級の制度をしいていますけ

れども、１級が主事級、２級が主査級、３級が係長級ということで、この２級に格付けを

しております。これは１級の新採用含め、若年層への指導役、それから１級と３級、主事

と係長級のパイプ役という意味で２級の格付けにさせて配置をしております。 
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 主な配属先につきましては、市民課、国保年金課、市民スポーツ課、あとは病院、消防

ということで、それぞれある意味希望者、希望しているところへと、あとは必要な部署へ

ということでうちのほうで配属をしている状況です。 

 以上です。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 今、２級ということで主査ということだったのですけれども、これは新採用の方の指導

とかとありますけれども、新人の方の指導、そのほかに何をやっていらっしゃるのです

か。 

田中総務部参事兼総務課長：業務の指導ですので、例えば伝票整理とか、例えば電話が来

たときの応対とか、様々接遇から含めて対応していただいていると思っております。 

 以上です。 

奥本委員：やはり、これまで課長、部長、そういう方が大きな皆さんの職員の指導、それ

とまたいろいろな様々な施策に携わってきたキャリアを持って、それぞれ本当に経験を

持っていらっしゃる方々だと思うのです。そういった方々に対して、私は行政の住民サー

ビス、行政が提供する、そのサービス向上のためにもこの方たちには市民のためにもっと

もっと働いていただきたいという思いから、十和田市でどのようにしているのかというの

をお聞きしました。 

 これ定住自立圏、十和田身近なところですのでお聞きしましたら、課長、部長級、ここ

は再任用システムとして推進監といって係長級だそうです、推進監ですので様々な役職に

ついて指導する、また援助する、そういう責任のある仕事に関わっているというようなお

話を伺いました。やはり、一般職員にしても部長級、課長級の方がその２級のところで働

くということに対しては大変気を遣うのではないかと思うのです。これ、やはり住民サー

ビスに直結した、その向上のためには、やはりその方たち向けの職域、職場環境というの

を整えなければならないのではないかと思うのです。 

 例えば、生きがいのあるまちづくりとして、創造、近未来創造計画事業企画とか、例え

ば今なかなか進んでいない公共施設等管理計画、こういったところ、きめ細かな市民のた

めのそういう専門的な課とか、またそういう組織をつくって、そしてまたこれまでの経験

を生かして職員に対して、それが害になっては困るのですけれども、ある程度そういう経

験を生かした待遇で対応して仕事していただく、こういう環境が市民のためになると思う

のです。それについていかがでしょうか。 

田中総務部参事兼総務課長：お答え申し上げます。 

 役職配置というようなことだと思うのですけれども、確かに委員おっしゃるようにそう

いった役職を設けて、それに専門の仕事をしていただくということも、これは一つとし

て、方向性としてはありだと思います。ただ、新たな部署を設けるとか、現在いる監督

職、管理職員に配置をした場合に、現在いる職員の昇任、昇進する機会が減少するという

こともありますので、その辺含めてどういったものがいいのか検討はしてまいりますけれ

ども、先ほど委員のほうからおっしゃった地方公務員法が本年６月に改正となりました。

これは定年延長が令和５年から始まるわけですけれども、再任用制度そのものが恐らくな

くなると理解をしております。ということで、これらの新しい制度を踏まえて、今後その
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退職者の能力や経験を生かせるような人事管理に努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

奥本委員：若い方の昇任機会にも影響があるということだったのですが、あくまで推進監

といって補助的な役割ということで十和田ではやっているということでしたので、その

辺、市民の皆さんのサービス向上のために、そしてまた皆さんが働きやすい環境、お互い

に遠慮し合ったりとか、どのように接していいのかというところも考えながら切磋琢磨で

きるような、そういう環境づくりで当たっていただけるような対策をしていただければと

思います。よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、４６ページです。この移住・定住対策費についてお聞きしたいのですけれども、

この住宅取得支援事業助成金、これは事業費としては大変、１億円を超える事業費を単費

で繰り返してきたのですけれども、このコロナ禍にあってもこの事業を続けたということ

で、どういうふうな定住・移住、これは大事な施策だとは思いますけれども、ちょっと疑

問に思っているところですが、今そういう状況を説明していただけますでしょうか。 

坂岡政策部参事兼政策調整課長：住宅取得支援事業について御説明いたします。 

 この事業は平成２８年度から実施しておりまして、成果報告書のほうにもあるとおり件

数は１００件程度を推移しておりまして、令和２年度に関しましては予算が１,０００万

円ほど減額になりましたので、若干件数は落ちております。ただし、助成の対象年齢が若

返るという面もありまして、あとは他市町村からの人口流出の抑制にも寄与しているもの

と考えております。 

 以上でございます。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 これは住宅を建てる方にしてみれば、大変喜ばしい、そしてまたおいらせ町に家を建て

ようと思っていた人を三沢市にという点では大変効果の高い事業だとは思います。ただ、

このコロナ禍で、これ何としても優先させなければならない事業だったのかなというとこ

ろでは、私はちょっと疑問に思っていて、やはり三沢市から結婚しておいらせ町のほうが

一軒家の家賃が安いということで、結婚してからおいらせ町に移住しているというケース

もあります。また、コロナ禍で大変で仕事を失ったから出ていくというようなケースもあ

ると思います。 

 そういった中で、この事業にちょっとしがみついたということに関しては、私はしっか

りと検証をする必要があると思うのですがいかがでしょうか。 

坂岡政策部参事兼政策調整課長：今、家賃のお話をされた、アパートか何か、賃貸のほう

にということなのでしょうか。 

奥本委員：一軒家。 

坂岡政策部参事兼政策調整課長：一軒家ですか。この補助制度は中古なり新築を建ててい

ただくという事業でございまして、移住・定住にもつながるという意味で推し進めている

市の事業でございます。それが促進されたということで、やはり意義のある事業だとは

思っております。 

 以上です。 

奥本委員：私も意義のある事業だとは思っているのですけれども、やはりコロナ禍で大変
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な状況にあって、いつも支援策を市のほうに提示しますとお金がないと、財政的に厳しい

というような答えがよく返ってくるわけです。そのときに単費で１億円という、家を建て

る、それも７７件ですよね。その中で、先ほど言いましたように結婚して、それから一軒

家がおいらせ町のほうが安いということで、家を建てる人ではなくて、部屋を借りる人た

ちが出て行っているということになると人口が減るわけですよね。ですので、この事業に

対してもしっかりと何を最優先に財源を使うのかという意味も考えて検証する必要がある

と思いますので、そのことを要望します。 

 次に、コロナで大変感染防止、様々進んでいるのですけれども、救急のことでちょっと

お尋ねしたいと思うのですけれども、消防の救急隊の皆さん、このコロナで本当に大変な

状況の中で頑張ってくださっていると思います。その中で、前に春日委員も御質問された

ことがあるかと思うのですが、この手当というのは、この救急の隊員の手当というのはど

うなっていますか。 

門上消防本部総務課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 救急搬送手当についてですが、一人１回搬送するごとに一度１４０円という特別勤務手

当、特別手当がついております。 

 あと、コロナに関してですけれども、ＰＣＲ検査をするなどコロナ感染疑いのある患者

を搬送した場合、防疫手当として１回４,０００円。あと帰ってきて違う隊員が消毒する

わけなのですけれども、消毒する防疫手当のほうは３,０００円となっております。 

 以上でございます。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 コロナのほうの支援というのは、こういう中で４,０００円、３,０００円ということな

のですが、普段の救急の１４０円というのが、ちょっとあまりにも、イメージと違って低

いなと思うのですけれども、これは改善する必要があるのではないでしょうか。 

門上消防本部総務課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 県内１１消防本部あるのですけれども、こちらの救急手当に関しては１４０円という１

番低い金額でありまして、その辺、今の救急、年間の出動、約１,５００件くらいあるの

ですけれども、救急手当の見直し図っていきたいと思います。 

 以上でございます。 

奥本委員：１１の中で１番安いということでしたので、ぜひ三沢の、皆さんお金ではなく

て命を救うという使命感で、病院の関係者もそうですけれどもやっていらっしゃるという

のは重々分かっているのですけれども、やはり特にこういう中でリスクもありますし、そ

してやはり先ほども言いました処遇改善という意味でも、これは引き上げる必要が絶対あ

ると思います。これはぜひ市長のほうにも耳に受けとめていただいて、一生懸命頑張って

いらっしゃる方々に対する手当ですので考えていただければと思います。 

 次に、最後の質問になります。１０８ページ、すみません、全て成果報告書からです、

申し訳ありませんでした。 

 このプレミアム付飲食券事業なのですが、１億４,０００万円販売とありました。この

財源は国庫からでしょうか。財源についてお尋ねしたいと思います。出どこです。 

長根経済部参事兼産業観光課長：すみません、遅くなりました。 
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 プレミアム付飲食券補助事業費の補助であるのかという御質問だと思います。これは国

の補助を活用しております。また、一部県の補助金も利用活用させていただいて行った事

業でございます。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 ということで、全てこのプレミアム商品券等、コロナ対策の財源が国からと、国の補助

等受けて、やはり独自のそれを支援策というのではなかったのだなと、どれくらい使った

のかなと、先ほど佐々木委員のほうからもお話がありましたけれども、三沢市独自でどれ

だけ困っている人たちのために財源使ったのかなと思っていたのですが、これもやはり全

て国の財源を充ててというような印象も否めないなと思います。 

 それで、一応いくら国の財源とはいえ、この費用対効果、私何回もよく取り上げている

のですけれども、ちょっとするとすぐ景気が悪くなったとか、以前もあったのですが必ず

プレミアム商品券とかが出てくるのですけれども、これ本当に事業の内容、お金が落ちる

のは分かるのですけれども、そのお金がどこにいっているのかというところをしっかりと

検証する必要があると思うのですけれども、いかがでしょうか。 

長根経済部参事兼産業観光課長：プレミアム付飲食券のそのお金の流れの検証ということ

でございます。商工会のほうではどういう店舗に幾ら入ったかというのはきちんと報告を

受けて、お金の流れについては承知しております。 

 以上です。 

奥本委員：商工会が承知しているということですか。市はどうなのですか。 

長根経済部参事兼産業観光課長：市のほうもそれを共有して承知しております。 

奥本委員：これ、公表する必要あると思うのです。これ、財源はもう本当に税金ですか

ら、どこに流れていっているのか、そういう部分は明確にする必要があると思います。こ

れ、地元の業者さんを助けるという、経済効果はもちろんですけれども、そこも目的に

なっているはずなのです、この事業の。だから、そこにどれだけ、この１億４,０００万

円ある中で、大型の全国のチェーン店とか、そういうふうなところもここのプレミアム商

品券の対象店になっていますよね。その中で、これは全部把握していらっしゃるのです

ね。 

長根経済部参事兼産業観光課長：ただいまの御質問、プレミアム付飲食券のほうにつきま

しては、どのように流れていったかというのはきちんと把握はしております。 

 以上です。 

奥本委員：それ公表できますか。 

長根経済部参事兼産業観光課長：公表できるかできないかは協議してございませんので、

今後できるのかできないのかを検討していきたいと思います。 

 以上です。 

奥本委員：要望としては、これ税金ですから、その流れはしっかりと皆さんに公表するべ

きだと思いますし、この効果どれほどあるのかというところ、雇用を守るという部分でも

そうです。大型チェーン店でも三沢で働いている方々の雇用を守れるという点もあるかも

しれませんが、雇調金の部分でもそうなのですけれども、なかなか休んで、なかなか生活

費が入っていないというような事情も、これは聞いておりますし、そういう部分も含め
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て、効果をしっかりと検討して、ピンポイントで本当に必要な人たちに届く政策をしっか

りやっていただきたいと思うのです。私が感じている限りでは、１万円、２万円、お金が

ある人が買って、そして今回は、そのときは７,０００人、３,０００円ですか、そういう

方々が買って、そして大型チェーン店とかスーパーとか、そういうところで消費するとい

うことになってしまうと、何のための、誰のためのものなのかとなってしまうので、その

辺はしっかりと検証して、今後もっと市民のそういった方々への支援策、期待したいと思

います。 

 以上です。終わります。 

森委員長：答弁はいらないですね。 

加澤委員：私からは一つだけなのですけれども、成果報告書の１０７ページ。まず上段の

ほうに商工会商工振興事業費補助金２,３００万円、内容はイルミネーション等事業等の

実行可能なイベントということになっているのですけれども、恐らく繁華街の中心の公園

でやられたイルミネーション事業のことかなと思うのですけれども、一応等とついていま

すので、この２,３００万円の事業明細、まずお聞かせ願いたいです。 

長根経済部参事兼産業観光課長：ただいまの商工会商工振興費事業費補助金の２,３００

万円の内訳についてということでございます。御回答申し上げます。 

 五つございまして、一つ目が経営改善普及活動強化対策事業に４３４万５,０００円と

なっております。二つ目が商工振興対策事業費として１７万円です。三つ目が商業街区活

性化推進事業として１,１１７万６,０００円となっております。四つ目として誘客対策事

業費で４６７万４,０００円となっております。五つ目として商店街の共同事業の支援事

業として２６３万５,０００円、計２,３００万円となっております。 

 以上でございます。 

加澤委員：そうすると、イルミネーション事業というのは一千百数十万円の、この部分と

いうことでよろしいですか。 

長根経済部参事兼産業観光課長：イルミネーション事業は、先ほど四つ目の誘客対策事業

費の中に含まれてございます。 

 以上です。 

加澤委員：その次に、その下段のほうに、これも商工会のやつであるのですけれども、

１,５００万円。これも誘客を図るためにイルミネーションやシャッターアートの事業等

となっているのですけれども、これの費用明細もお知らせください。 

長根経済部参事兼産業観光課長：商業地域誘客向上事業費の補助金の内訳でございます。

これは昨年度、県のほうから補助をいただいて１０分の１０で実施したものとなっており

ます。事業内容といたしましては、こちらは六つございます。一つ目はイルミネーション

事業、これは１１月の中旬から１月末まで中央町のポケットパーク、なかよし公園、オレ

ンジ広場にてライトアップを実施いたしました。二つ目はイルミネーションの盗難防止の

ために防犯カメラを設置いたしました。三つ目ですけれども、こちらはアーケードを取っ

た後の商店街のところに中央、大通り、銀座、大町４商店街の道路にベンチを設置したも

のでございます。四つ目がフラッグの作成ということで、これも４商店街のところに設置

いたしました。五つ目が大型看板、一つ目は木製でＷＥ ＬＯＶＥ ＭＩＳＡＷＡという
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ものをなかよし公園に当初設置して、現在新しい総合体育館のほうのところに飾っており

ます。二つ目は金属製で今年度ミス・ビードル号が９０周年ということもございましたの

で１９３１というものをモニュメントとしてポケットパークのほうに設置しております。

六つ目のほうですけれども、商店街のシャッターにフォトスポットをつくりたいというこ

とからシャッターアートを実施いたしました。すみません、金額については今関わる資料

ございませんので詳細はちょっと後ほどでお願いいたします。事業は六つ実施したところ

でございます。 

 以上です。 

加澤委員：大体、内容のほうは分かりました。こっちの事業は県の全面的な補助でやられ

たということで、２年度の単体事業ということで継続性はないものという考えでよろしい

でしょうか。 

長根経済部参事兼産業観光課長：これは県のほうでコロナ対策の一つの一貫としてきた補

助金でございまして継続性はございません。 

 以上です。 

加澤委員：なぜ私、これ質問するかというのは、公園のほうでイルミネーション、盛大に

毎年やられております。そして、今の一方通行のほうではオレンジ広場だとかポケット

パークなどでやられているのですけれども、事業資金の場所は違っていても、イルミネー

ションの部分では結構関連性があって、商工振興という部分でもこの二つは関連性が非常

に高いと思うのです。 

 それで、事業効果の中に商業者育成に大きな役割を担っているとか、それから中心市街

地地域への誘客を図り経済の活性化をつなげているという評価が書かれているのですけれ

ども、正直に言って、例えばあそこの繁華街の公園であれだけ立派なイルミネーション、

また今年やるのではないかなと思っています。何でまたそれを聞くのかと。非常にいいも

のだと思います。冬の期間、イベントって少ないですから、私はやるのであればどんどん

やればいいなと思っております。ただ、どうしてもあの場所がいいのかと言われると、正

直言って車を停める場所もないのです。夜、飲食に行かれた方はあの前を通ったりして見

ることは多々あるでしょう。ただ、やはり一般的にあそこで見ようと思えば、道路端に車

を停めるか、公共施設停めてはならないところに車を停めて見に行くか、そういう形にな

らざるを得ないのです。 

 やはり検証って大事だと思うのです。やはり、市民の方からアンケートを取って検証を

するとか、そういうことを、これ商工会に振っている事業なのですけれども、やはり今後

やられていく上では、こういう効果というのが書かれているのですけれども、検証をされ

た上での効果を書くべきだと思うのですけれども、その辺はどうお考えでしょうか。 

長根経済部参事兼産業観光課長：委員のおっしゃるように検証は行っていないのは事実で

ございますので、今後、今貴重な御意見をいただきました。例えば、場所が駐車場もなく

不便をしているということもございましたので、今後、商工会のほうにお願いしている事

業ではございますが、その場所を含めて、今後商工会と連携を図ってふさわしい場所を検

討していきたいと思っております。 

 以上です。 
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加澤委員：ぜひとも、やはり市民、皆さんが喜んでもらえるようなイベントでなければ、

やはり費用対効果って出てこないと思うのです。本当に結構な金額がかかっていますの

で、やはり効果、多分ここに書かれている商業者育成に大きな役割をという部分があるの

ですけれども、私はこの言葉はちょっと疑問に思うので、やはりまち全体の冬の風物詩、

イベントとしてやるのであれば、検証してくださると言いましたから、深くは言いません

けれども、やはりきちんと場所とかイベントの内容を加味しながら、極端な話、私市役所

の前の中央公園でもいいと思っているのです。あそこで、例えば２か月もやる必要ないの

です。例えば２０日間でも１０日間でも１か月、短く凝縮しても中身のあるものを、市民

が参加できるようなイベントにしてもらいたくて今質問したので、これは今後、今年もや

ると思うので、十分その辺考慮しながら、市民が楽しめるようなイベントにしていただき

たいと思います。 

 以上です。 

春日委員：初めに決算書の中から質問させていただきます。ページは１０９ページでござ

います。総務費の一般管理費の中で（４）委託料がございます。この中の項目の中で、ハ

ラスメント相談窓口業務委託料２０万７,６２５円計上してございます。こちらのハラス

メント相談窓口業務委託料、ハラスメントの相談です。市が把握している相談件数、男女

別等々、お分かりになる範囲でお答えいただきたいと思います。 

田中総務部参事兼総務課長：ハラスメントの相談業務委託料の相談件数について御回答申

し上げます。 

 ちょっと男女の比は申し上げられませんけれども、まず電話相談が１件、それからメー

ル相談が１件、計２件でございます。 

 以上でございます。 

春日委員：承知しました。 

 件数は１件１件でございますけれども、もちろんプライバシーは厳守されているものと

思いますけれども、市が相談内容につきまして、状況、固有名詞はもちろんお聞きするこ

とは決してないとは思いますけれども、この件数少なかろうとゼロではないということを

踏まえますと、何か改善に向けて取り組まれたということはございますでしょうか。 

田中総務部参事兼総務課長：市の取組というようなことで、これらの相談があった際に、

その所属長、所属する、いわゆる人事を扱うところに話をして内容を相談しているという

ような状況でございます。 

 以上です。 

春日委員：承知しました。 

 現在市の職員の方の中で、心の病、鬱病等で精神的なそういう病でお休みをいただいて

いる方はいらっしゃいますでしょうか。 

田中総務部参事兼総務課長：お答え申し上げます。 

 人数のほうはちょっと控えさせていただきますが、正直なところ、心の病で長期休暇

取っている方は現におります。 

 以上です。 

春日委員：ありがとうございました。 
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 ちょっと現状お聞きしたいという思いで質問でございました。ありがとうございます。 

 次に、質問、１１７ページです。総務費の４、公用車購入事業でございますけれども、

これまでも公用車へのドライブレコーダーの登載についてお聞きした経緯がございます。

その折には、こういう公用車の購入に伴って必要に応じてドライブレコーダー登載をして

いく旨のお答えを伺った経緯がございました。現在、市の公用車についての、このドライ

ブレコーダー登載車は何台くらいでございますか。 

角管財課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 市の公用車は三沢市で全部で１５０台くらいあります。現在はもう３分の２以上の公用

車についてドライブレコーダーがついております。 

 以上でございます。 

春日委員：承知しました。 

 これまで、このドライブレコーダーを登載することによって、なにかしら事例として、

登載をしたことによって何か効果といいますか、登載していてよかったなというような、

そういう事例はございましたか。 

角管財課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 昨年、事故が公用車で１件ありまして、ちょうどそのときに吹雪のときがありました。

そのドライブレコーダーがあったことによって事故の詳細が分かったものもあります。 

 以上でございます。 

春日委員：ありがとうございます。 

 現在、３分の２とお聞きいたしました。こういう新規の購入でなくても、必要に応じて

１００％に近づけばいいなという思いでの質問でしたので、よろしくお願いいたします。

この質問は以上です。 

 次は１２１ページです。交通防犯対策費の（１）交通安全施設整備事業、委託料として

区画線設置業務委託料、また（２）として工事請負費、道路反射鏡設置工事費等々、この

決算書にございますけれども、市としても様々な事例に速やかに対応していただいており

ますけれども、もちろん三沢警察署の管轄ではございますけれども、三沢市内において

の、この交通事故の発生件数、市としてはある程度そういう情報を得ていますでしょう

か。 

河村生活安全課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 交通事故の情報につきましては、警察署はもとより新聞報道等々、あらゆる面から情報

収集しております。 

 以上です。 

春日委員：すみません。様々情報把握しているということですけれども、件数については

把握しているところはございますか。 

河村生活安全課長：現在、この場ではちょっと資料等持ち合わせておりませんので、改め

てお答えさせていただきたいと存じます。 

春日委員：件数にこだわった質問ではございませんでした。申し訳ありません。 

 今、市内を、この事案に参加の皆様も気づかれる場面が多々あるかと思いますけれど

も、どうしても、このいろいろな停止線ですとか、右折ラインですとか、また歩行者のラ
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イン、専門用語分からなくて失礼いたします、こういうことが非常に多く見受けられます

けれども、市ができるところ、積極的に御相談をいたしますとできる限りスピード感を

持って対応していただけることに非常にありがたく思っているところでありますけれど

も、これらの警察署とまた連携をするということもあるかと思いますけれども、こちらの

今の１番、２番、委託料と工事請負費ですけれども、委託料は業務委託ですからいずれか

に委託をするというか、文字どおりだと思いますけれども、これらは担当課として全て取

組の中で全部請け負っている、担当していらっしゃるという、そういうことでしょうか。 

河村生活安全課長：お答えさせていただきます。 

 市内の道路の中央線であったりとか、あと外側線と呼ばれる道路の脇を表示している

線、こういった場所、消えている場所につきましては、剥離している場所につきまして

は、できるだけ調査して速やかに線を塗り直すなど措置できればいいのですけれども、何

分件数が多いもので、ある程度年次計画を持って進めさせていただいております。 

 年に計画を持って進めている部分のほかに、どうしても早急に対応しなければならない

ような場所もございますので、そういったものにつきましては、道路の規制に関しては県

の所管になりますので、県警の所管になりますので、県の予算の関係もありまして、すぐ

さま対応していただけない部分もあります。そういったところにつきましては、市のほう

でできる予算の中で注意を促すような看板を設置したりですとか、強調線という注意を促

すような白線を引いたりですとか、そういった対応をさせていただいているところでござ

います。 

 以上です。 

春日委員：ありがとうございました。 

 なぜ、この質問をさせていただいたかといいますと、子供たちの通学路にも関わる、そ

ういう様々な道路状況がございますので、総合的に速やかにという思いでお聞きいたしま

したのでありがとうございます。 

 次は、２５１ページでございます。教育費の中の４番、学校教育活動支援費の中で部活

動指導員報酬１０４万９,２００円計上してございます。こちらの指導員は何名に対して

の予算でしょうか。 

太田学校教育課長：御質問の部活動指導員の人数についてお答えいたします。 

 ６名に対してお支払いしております。 

春日委員：６名でございますね。６名に対して、そちらの各学校からの要望に対しては、

６名は１００％の充足ということで受けとめてよろしいでしょうか。 

太田学校教育課長：県の事業としまして５名なのですが、三沢市はそれを増やしまして６

名で分担してお支払いしているところでございます。要望としまして、今年度になるとき

に、また少し要望が増えて、私たちも８名で出しているわけですが、学校のほうからは６

名ということで上がってきて、現在もそのように行っております。ですので、学校の要望

に対しては十分応えておるところでございました。 

 以上でございます。 

春日委員：ありがとうございます。 

 教職員の皆様の負担が少しでも軽減されて、よりよいまた教育活動に力を注いでいただ
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いているということは非常にありがたく思います。今後もよろしくお願いいたします。 

 次は、成果報告書の中から質問させていただきます。 

 初めに、２５ページのこちらの高齢者除雪生活支援サービス事業委託料、このことにつ

きましては、これまでも様々な場面で質問が出ておりました。この冬は特に豪雪でござい

ました。実施町内会数２４町内会、こちらも様々な状況がございまして、にわかにここに

叶わない町内もあるかと思いますけれども、これまでちょっと確認をさせていただきたい

のですけれども、町内会が積極的にできる条件の中で、この高齢者への除雪生活支援サー

ビス事業委託を受けていただいている、大変ありがたく思います。それでは、どうしても

思いはあれどもできかねる町内会がもちろんございます。こういう中で、単身世帯へのこ

の支援というのは、市としても何かしらまた乗り出すべきだと思いますけれども、この点

については昨今の状況はいかがでしょうか。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：ただいまの御質問にお答えします。 

 町内会で委託しておりますが、それでも叶わない場合は軽度生活援助事業委託料で対応

しております。 

 以上でございます。 

春日委員：すみません。ちょっと課長、すみません。県の委託事業で対応しているとお答

えいただいたでしょうか。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：失礼しました。軽度生活援助サービスで

対応しております。 

春日委員：ありがとうございます。軽度ですね、失礼いたしました。 

 そうしますと、この軽度といいますのは、確認でありますけれども、シルバー人材セン

ターへの委託と受けとめてよろしいでしょうか。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：そのとおりでございます。 

春日委員：そうしますと、サービスが受けられる条件、要件でありますけれども、１０セ

ンチの積雪があった場合にお願いができるという、一部市民の方からお聞きした経緯がご

ざいました。そのとおりでしょうか。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：こちらの軽度生活援助事業及び軽度生活

援助サービスにつきましては、何センチという条件はございません。 

 以上でございます。 

春日委員：ありがとうございました。 

 その方は勘違いされたかもしれませんけれども、高齢者の方でした、９０歳を超えてお

りました。ようやく、玄関まで出て行くのが大変、そのお願いをしようとしたときに、外

に行って何センチか見てきたかということ、そこまで、玄関までたどり着くのにも容易で

はないという方でしたので、それでは確認ですけれども、積雪云々に関わらず、その当事

者が除雪をお願いしたいと思われたときには、お電話をすればいずれかに速やかに除雪に

おいでいただける、このような受けとめでよろしいでしょうか。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：詳しく御説明いたしますが、高齢者除雪

生活支援サービスの場合は１５センチという条件がございまして、その判断は町内会のほ

うに委任しております。軽度生活援助事業委託料に関しましては、６５歳以上の高齢者の
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みの世帯で、全員が要支援１以上、世帯のいずれかが要支援１以上の方が使えるサービス

となっております。軽度生活援助サービスにつきましては、特別会計事業でございまし

て、６５歳以上の方で要支援１、２、事業者対象に該当する方が使えるサービスとなって

おります。 

 以上でございます。 

春日委員：ありがとうございました。 

 やはり、さまざまな御相談、要望がある中で、どうしてもその方の生活の中におきまし

ては、ただお家の中にいるだけではなく、ある程度時間が決まって、介護施設からの送迎

バスが来る、その前に除雪をしていただかないと大変気の毒だ。そうすると、そこに除雪

が間に合わなくて、介護施設の送迎バスに乗って来られた方が除雪を一生懸命してくれて

御本人を乗車させて差し上げる、こういう事例もあるとお聞きしておりましたけれども、

全ての方に本当に手厚くというのは難しいことではありますけれども、この辺の手立てと

いうのは、市としては情報を得ていることがこれまでございましたか。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：こちらのほうには届いてございませんで

した。 

春日委員：承知しました。この質問はこれで終わりにいたします。 

 次は２７ページです。敬老飲食券事業、これまでもお聞きしてまいりました。今回、成

果報告書に示されておりますのは、配付枚数に対しての配付率８６.３０％、使用枚数が

使用率９２.４９％でございます。ともに１００％に至らなかった要因、担当課としては

どのように受けとめていらっしゃいますでしょうか。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：こちらの事業は敬老会式典のイベントに

代替する事業としてやった事業でございまして、１００％にいかなかったことは大変残念

でございますが、皆さんにはがきなどを通して御案内したところでございます。 

 以上でございます。 

春日委員：そのとおりです。そのことも私自身も承知しているところでございます。その

場に、これまでですけれども、福祉センターにいただきに来るということですね。飲食

券。それまでが大変であるというところです。わざわざと言いますか、ありがたいことで

はあるのだけれども、それを非常に負担に感じていらっしゃる方がおいでになりますね。

加えて、今回広く使用の範囲を広げてくださったかと思いますけれども、それについても

様々、全ての方に希望に沿えるということは難しいけれども、基本的にそういう高齢者の

皆様の本音、願いというものはどのようにこれまで受けとめていらしたでしょうか。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：できることであれば郵送等でお送りした

いのですが、送るためには１通５００円程度かかるということで、ちょっとそれはできな

かったというところでございます。 

 以上でございます。 

春日委員：郵送は困難であることは承知してございます。これまで福祉センター、１箇所

でしたでしょうか。それに加えてお答えとしましては、今後こちらから出向いて便宜を計

らうというところ、そういうこともこれまで御検討いただきましたでしょうか。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：今年度は生活応援プレミアム券を発送い
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たしますが、市内の７箇所の郵便局のほうで交換ということになっております。 

 以上でございます。 

春日委員：課長、今のお答えですと郵便局でこの敬老の飲食券もいただけるという、そう

いうことですか。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：本年度事業に関しては郵便局のほうで引

き換えさせていただきます。 

春日委員：ありがとうございました。確認できてありがたいです。ありがとうございまし

た。 

 次は３９ページでございます。健康推進対策費の中での健康ポイント事業がございま

す。数年前からこの事業、市民の健康向上のために取り組んでいただいているところであ

りますけれども、現在まで数年間この事業を継続してまいりましたけれども、担当課とし

ては市民への浸透という点ではどのように受けとめていらっしゃいますでしょうか。 

種市健康推進課長：お答えいたします。 

 この事業は、特定健診だったりとか、健康診査の場面、あとは各種健康教室であったり

とか、そういった場面を活用したりとか、個人のポイントであれば自主的な運動とか、そ

ういったのでポイントをいただけるということで、一応全部の市民には配布しているので

すが、全て若い世代までの浸透というまでには至っていないのかなとは考えております。 

 以上でございます。 

春日委員：ありがとうございます。 

 ただいまの課長のお答えのとおり、私も同じことを思っておりまして、先だって三沢市

では健康づくりのためにどんな対策を取られているのでしょうかということを、ちょうど

若い世代から質問を受けて説明しましたら、大変驚きとともに、ぜひこちらやってみたい

という声がありましたので、私自身はもう何年来ですので、ほとんどの皆様が御存知で、

また前向きに取り組んでいただいているものと思っていましたが、さらにまた何かそうい

う課長のお答えのとおり、若い世代の皆様にまた意識付けと周知を図っていただければあ

りがたく思いますので、重ねてよろしくお願いいたします。 

 次は５４ページです。災害や事故から市民を守るの中でありますけれども、災害対策費

の中、事業効果といたしましては備蓄用保存食等の計画的備蓄、県防災ヘリコプターの安

定運用、次でありますけれども自主防災組織の育成強化などの効果が得られたとございま

す。この自主防災組織補助金として１９６万２,１００円計上してございますけれども、

具体にこの取組はどのようなものでしたでしょうか。 

種市防災管理課長：資料を探しますので、少々お待ちください。 

 お答えをいたします。 

 令和２年度ですけれども、自主防災会の組織に対しまして運営費の補助ですとか、資機

材への補助、それから災害に強いまちづくり市民提案事業、この主に三つの補助を出して

おりまして、各々自主防災会で活動していただいているということになっております。 

 以上です。 

春日委員：ありがとうございました。 

 コロナ禍ということでございますので、そうは言っても以前はこれまでですけれども、
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市の職員の皆様は、このコロナ禍における避難所運営訓練ですとか、避難の在り方という

ことは訓練を行っていただいたということは承知してございます。いずれ、こうして、な

かなかまだ収束の見通しが立たないという大変な状況ではありますけれども、市としても

今後いずれかに、そうは言っても各地の取組を見ますとコロナ禍であっても感染対策を万

全にしつつ、市民の方を巻き込んでの訓練も行っている状況も新聞等で目にすることもご

ざいますし、また自主防災組織の皆様への様々な備蓄用品等々配置したということは承知

しておりますけれども、市が主導して、また市としての防災訓練、また自主防災組織の皆

様へのそういう呼びかけというのは、今後どのようにお考えでしょうか。 

種市防災管理課長：お答えをいたします。 

 この自主防災会等についての活動あるいは訓練等につきましては、残念ながら昨年同様

コロナのほうが収束しないというところから、市の防災訓練での働きかけとか参加につい

ては非常に現時点で難しいものと考えておりますけれども、先ほど言いました運営費等を

活用していただいて、各々自主防災会に感染対策を講じた上で実施できるところ、それか

らやり方の工夫でもって働きかけをして、各々自主防災会での活動、訓練を実施していた

だきたいという旨の発信をしております。 

 以上でございます。 

春日委員：ありがとうございます。 

 コロナ禍といっても、いざ災害時のこの対応というものは、やはり経験がものをいうと

思いますので、万全にしつつということはもちろん大前提ですけれども、できることをま

た進めていただければありがたく思います。ありがとうございます。 

 次は７３ページでございます。 

 まちの家計を守る、委託料としましてふるさと納税手続代行業務委託料がございます。

平成３０年から令和元年、令和２年度と寄附件数も寄附金額も上昇しておりますけれど

も、加えてもちろんのこと、このふるさと納税専門サイトの運営業者に委託していること

から、委託料ももちろんこれに伴って増となるのはこのとおりだろうと認識しているとこ

ろでありますけれども、今般この国としましてはデジタル庁の発足となりまして、今後、

即座には厳しいかもしれませんけれども、行政のデジタル化ということも念頭に入れて、

今後検討を進めていかなければならない、また改善すべきところはしていく、そういうこ

との取組も必要になってくるかと思いますけれども、このふるさと納税といいますのは、

このサイトの運営業者、必ずこちらに委託しなければなされない、そういうものでしょう

か。 

東広報広聴課長：ただいまのふるさとまちづくり寄附金についてお答えいたします。 

 当市では、現在さとふるという業者に委託をしているところでございますけれども、寄

附の件数が令和２年度で３,４９６件と、それまで市で直営でやっていたときは市で返礼

品の箱詰めから発送から受付まで全て市のほうでやっていたわけですけれども、この３,

０００件の件数を発送するというのは、ちょっとできないようになってしまいました。件

数が多いものですからできませんので、サイト業者に委託しているところでございます。 

 寄附の受付から収納、お礼品の発送まで全て委託してございますので、その点必要な委

託料であると考えております。 
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 以上でございます。 

春日委員：承知しました。 

 全くそのとおりだろうと思いますけれども、もちろん急ぐときに、先ほど申し上げまし

たとおりデジタル化ということを進める様々担当課だけではなしえない、これは市全体で

何から進められるかということを検討すべきものかと思っておりましたので、今後の、ま

た全体的に行政としての取組の一つに念頭に入れていただければありがたいなという思い

でございましたので、ありがとうございます。 

 最後の質問でございます。８３ページでございますけれども、こちらの小学校教育振興

費の中で要保護・準要保護児童生徒就学援助の実施とございます。学用品費等対象者数３

０３人、援助費５５２万８,６３５円、事業効果にございますとおり、御家庭の経済的理

由によって就学困難として認める児童の保護者に云々の取組でございます。以前から就学

援助費の入学前支給、入学されてから支給されているというのが長年の皆様から当事者の

入学前にいただければ様々な準備にありがたいということでありました。この機会に確認

をさせていただきます。三沢市といたしましては、こちらの就学援助費、入学前に支給さ

れていらっしゃいますでしょうか。 

村上学務課長：今の質問にありますとおり、新入学児童生徒学用品費等は１月に申込みを

いただきまして、３月の頭には新入学の児童生徒には支給しております。 

 以上です。 

春日委員：ありがとうございます。 

 大変ありがたいことだと思います。そうしますと、今様々、この人数ですけれども、対

象者数、今は３０３人でありますけれども、ここ数年来、この増減というのは、対象者数

というのはどの程度、分かる範囲でよろしいです。参考にお聞きしたいと思います。ま

た、コロナ禍で増えているものなのか、同じような人数であるのか、ちょっと参考にお聞

かせいただきたいと思います。 

村上学務課長：それでは、お答えいたします。 

 それでは、平成２９年度からお話させていただきます。小学校においてのみお話いたし

ます。平成２９年度小学校準用保護児童数は３１１人認定しております。平成３０年度は

３０４人、令和元年度は３２２人となっております。 

 以上です。 

春日委員：ありがとうございました。以上です。 

太田学校教育課長：大変申し訳ございません。 

 先ほど、部活動児童員の配置事業を質問されまして、回答ですが、不正確な回答をして

しまいました。６名とお答えしたのですが、令和３年度、今年度が６名でありまして、こ

の決算時期の令和２年度におきましては５名でした。訂正したいと思います。 

 教育委員会としましては、この事業を使いまして、また教職員の負担軽減につなげてい

きたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 大変申し訳ございませんでした。 

森委員長：答弁はあまり間違いないようによろしく。随分今日は間違いが多いですから。 

 春日委員の交通事故の件数について、生活安全課から答弁したいとのこと。 
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河村生活安全課長：先ほどの春日委員の交通防犯対策費の質問の中における三沢市の交通

事故の件数について報告させていただきます。 

 三沢警察署が年で統計を取っている関係上、年単位でお答えをさせていただきます。 

 平成３１年が１２６件、令和２年が８４件、令和３年今日現在で５２件となっておりま

す。 

 以上でございます。 

森委員長：加澤委員の質問で、商業地域誘客向上事業費補助金の内訳金額を答弁したいと

のことですので。 

長根経済部参事兼産業観光課長：先ほどの加澤委員の商業地域誘客向上事業費補助金の中

の六つの項目の金額について答弁漏れがございましたので回答させていただきます。 

 イルミネーション事業と防犯カメラの設置、合わせまして、７５３万２,０００円で

す。ベンチの設置で１７６万円、フラッグ作成で６４万３，０００円、大型看板、モニュ

メントの作成で３４２万円６，０００円です。最後のシャッターアート事業につきまして

は１６３万９,０００円。 

 以上となっております。大変失礼しました。 

森委員長：質問、次に移ります。 

堀委員：１点だけ質問させていただきます。 

 成果表の８０ページ、英語教育推進に係る事業とありますけれども、三沢市が英語教育

スタートしたのが平成１７年、それから十五、六年たっていると思いますけれども、その

始めた頃と最近の事業の違いがあればお答え願いたい。成果はどうだったのかというのも

お聞きしたいと思います。 

太田学校教育課長：ただいまの質問にお答えします。 

 英語に関してはたくさんの事業を行っております。始めた頃はそれほど多くなかったわ

けですが、セカンドステージという段階に入りまして、教職員に対する研修会、それから

子供たちに対しては単語集などを配付して活用しております。また、体験的な学習としま

してイングリッシュデイ、これ小学校の子供たちに行っておりますし、また中学生にはイ

ングリッシュキャンプというのを行っていまして、実際に英語を使える場を設定しており

ます。 

 また、実用英語検定に関しては補助を出しておりまして、市内の中学校３年生に対して

英検を受けた場合に補助を行っておりました。また、その後、今度中学校２年生に対して

も補助を行うというように、徐々に進めております。その結果ですが、英検の取得率３級

以上の取得率ですが、現在、昨年度ですが４０.６％というところまで伸びており、全国

平均のかなり上の数値をいっております。成果は確実に出てきておるところでございまし

た。 

 以上でございます。 

堀委員：成果が出ているということでありますけれども、であれば、私もっと力を入れる

べきだと。予算は使ってもいいと思っておりますけれども、よければ近隣の市町村から三

沢でこういうことをやっていると、親御さんが子供を三沢の学校に通わせたいという人が

出てくるかもしれない。三沢に住所を移すかもしれない。それが移住・定住にもつながっ
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てくるわけですけれども。そういったことで、今小学校１年生からですか、英語教育。い

ろいろな事業の絡みもあると思いますけれども、もっと力を入れて、英語のほうに力を入

れていただければと思っております。 

 これからの事業として、ここにいろいろと事業書いてありますけれども、このほかに新

しい事業等があれば聞かせていただきたいと思います。 

太田学校教育課長：現在、セカンドステージという形で今の事業を行っております。そし

て単語集とかをつくって現在事業を進めているわけですが、令和４年度から今後サードス

テージのことを計画して、次の段階へというのが今学校教育課の中の構想でございます。

英語の学習だけではなくて、外に出て、実際活用できるようなことを、今度一歩進めて

やっていきたいと思っているところでございます。 

 やはり、三沢市の特徴としまして、次のステップへまた踏み込んで、おっしゃるとおり

三沢に来るような子供たちが増えるような、そういう施策を取っていきたいと考えておる

ところです。 

 以上でございます。 

堀委員：ありがとうございました。 

 せっかくの特区ですので、ぜひもっと力を入れて、子供たちが英語を話せる、聞けるよ

うになるようにしていただければと思います。 

 以上です。 

西村委員：質問させていただきます。成果報告書７３ページでございます。 

 先ほど委員の中から質問も出ましたけれども、ふるさと納税についてであります。先ほ

ど、答弁の中には納税額が、寄附件数が増えてきている、増加傾向にあるというお話もあ

りましたが、その現状、今どのように評価をされているのかお伺いします。 

東広報広聴課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 現在、ふるさとまちづくり寄附金につきましては、当市だけではなく全国的に寄附額が

増えているところでございますけれども、この事業が広く周知されてきていること、また

長引く新型コロナの影響による巣籠もり需要で地方の特産品を手に入れる方法として利用

する方が増えたことも増額の要因の一つかと考えております。 

 以上です。 

西村委員：ありがとうございました。 

 おっしゃるとおりだと思いますけれども、簡単にお聞きすれば、これは市とすればよい

結果なのか、悪い結果なのか、どうお考えでしょうか。 

東広報広聴課長：市の収入が増えているということを考えるとよいことであると考えてお

ります。 

 以上でございます。 

西村委員：ありがとうございました。 

 私も寄附件数が増加傾向にあることは非常に担当課の方々の御努力の成果であると思い

ますし、非常に敬意を表したいと思っておりますけれども、全国的に見れば他自治体と三

沢市はただ単純に比較することはよいことではないかもしれませんけれども、トップクラ

スの自治体であれば多分１００億円を超えているのではないでしょうか、寄附額が。そう
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いった自治体もいくつも今ある中で、県内において今三沢市はどれくらいの位置にいるの

か。参考までに教えていただければ。 

東広報広聴課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 県内の１０市の中で言いますと、三沢市は令和２年度の実績では９番目となっておりま

す。４０市町村の中では２４番目ということになっております。 

 以上でございます。 

西村委員：非常に厳しい結果という感じがしておりますけれども、でもやはりここまで寄

附件数が伸びてきているということは非常に努力もされているところだと思っておりま

す。非常にこれも周知されたりとか、あとは巣籠もり需要等で伸びているということは、

これは他自治体も一緒の条件の中で、やはり私は三沢のプロモーションにもつながってい

ることだと思いますので、様々な国の制約をこれまで法改正等で出してきておりますけれ

ども、その中でも何とか三沢の魅力をさらに全国津々浦々に波及させていくためにも、さ

らなる努力を期待したいと思いますけれども、あと１点参考までに企業版ふるさと納税と

いったもの、今どのような取組状況になっているのでしょうか。 

東広報広聴課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 現在、三沢市では企業版のふるさと納税は実施していないのが現状であります。 

 以上でございます。 

西村委員：今後の課題として様々な可能性を捉えながら、よりよい結果が生まれるように

私は期待したいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。答弁は結構でありま

す。 

 次に、１０８ページでございます。本日も再三質問が出ておりましたけれども、私も

ちょっとだけコロナウイルスの感染症経済対策費についてお伺いをしたいと思います。 

 こちら成果報告書、こちらのページの中には①から⑤までございますけれども、まずそ

れぞれについて手続や申請等、課題ですとか苦情とか、そういったものが寄せられたこと

はあったのか、または庁内で検討するに当たってそういったものが出たのか、検討状況は

どうなっているのかお伺いをしたいと思います。 

長根経済部参事兼産業観光課長：大変すみません。最後のほう、ちょっと聞き漏らしてし

まいました。もう一度お願いいたします。 

西村委員：課題はあったのか、なかったのかお願いします。 

長根経済部参事兼産業観光課長：課題といいますのは、やっていて思ったのが、確かに全

てにおいて事業者には２０万円の支援というものをいたしました。ただ、その金額で本当

に間に合っているのかなというのは感じました。そして、前回西村委員のほうからも言わ

れたクーポン券の不正、不適切処理といいますか、それについても商工会を通じて再度確

認したのですけれども、散見されなかったということでございました。本当に苦しい方々

に届いていたのかなというところは、ちょっと、届いたというより間に合っていたのかな

というところが課題かなと思っております。 

 以上です。 

西村委員：ありがとうございました。 

 様々な申請手続上で課題ですとか、直接課長のほうにも事業者さんのほうからのお声と
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かをお届けさせていただいた経緯もございますけれども、またプレミアム商品券、９月１

日からスタートしているわけですけれども、そういったことが本当に必要な方にその効果

が行き渡るように注意をして進めていっていただきたいと思いますし、午前中、舩見委員

だと思うのですけれども、予防対策の徹底ということがお話がありました。私も、これ再

度周知徹底を、今もされていると思いますけれども、改めての徹底を図っていただきたい

と思っています。やはり、しっかりと感染対策をした上で、今後またコロナの先を見据え

て経済も回していかなければいけませんし、むつ市さんなんかはもう既に公共施設、部活

動でしたか、解除したというお話もありますし、そこはしっかりとした感染対策がなされ

ていればそういった独自の判断も私はありなのではないかと思っております。様々なこと

を検討お願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。答弁は結構でございます。 

 次、１１２ページです。駅前交流プラザみーくる管理費でございます。こちら、事業内

容、実績内容書かれておりますけれども、その右枠、事業効果、周辺地域の活性化が図ら

れたという文言ございますけれども、この中身をもう少し詳しく教えていただければと思

います。 

長根経済部参事兼産業観光課長：大変すみません。時間がかかってしまいました。 

 周辺地域との活性化が図られたというところの御質問だと思います。周辺地域との活性

化等図られたかですけれども、実は十和田工業の高校生が３日間、みーくるの２階のほう

を使って、自分たちのつくった物の成果報告ということで実施をいたしました。そのほか

に特産品のほうのＰＲを、絵画展というのも実施したところでございます。また、今管理

していただいている業者のほうからも、クリスマスの時期にクリスマスツリーなどを飾っ

ていただいたというところから、こういうふうな表現とさせていただいたところでござい

ます。 

西村委員：ありがとうございました。 

 この駅周辺の整備に当たっては、基本構想の段階から様々なことがあり、当初計画して

いたものとは若干また違う形でできたわけであります。先ほど、周辺地域の活性化が図ら

れたという内容を教えていただきましたけれども、私個人としてはこれまで、これの関連

の予算を認めてきた立場として反省すべき点もあるなと、私は今思っています。やはり、

この駅周辺の地域をより活性化するためにも効果的にもっとこの施設を使っていかなけれ

ばならないと思っています。非常に難しい問題かもしれませんけれども、しかも今コロナ

禍であってなかなか人の交流というのも、人的交流もできかねる状況ではありますけれど

も、これが今、様々利用状況等を踏まえて、今後このみーくる等を使って、この周辺地域

の活性化をより図っていくということを検討されているのか、いないのか。いるのであれ

ば、その内容を教えていただければと思います。 

長根経済部参事兼産業観光課長：今後のみーくるの在り方ということでございます。今の

ところ、コロナ禍によって計画は明確なものは定まっておりません。ただ、今後感染予防

を前提としたやはり新しい生活様式というのが、これから必要になってくるのかなと考え

ております。感染予防のために徹底した行動の変化が求められて、またそれが旅行や観光

ニーズや、新しい生活様式に基づいていくと考えておりまして、今後それらにきちんと３

密を防ぐような配慮をしながら、コロナが収束してきた際には、あそこは交通の拠点だけ
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ではなくて、コミュニティの場としても活用される場所となっておりますので、地域の

方々の意見を聞きながら、またコロナの新しい生活様式に合った体制を整えながら努めて

まいりたいと考えております。 

 以上です。 

西村委員：おっしゃるとおりで、陸の玄関口であると同時に、やはり先ほど御答弁にあり

ましたとおり地域のコミュニティといったものが一つの重要な、そのコミュニティの重要

な位置づけになると思っております。当初、地域の方にアンケートを取った中で、やはり

買い物や飲食、ＡＴＭとか、そういったものをつくってほしいといったのがなかなか難し

い事情があって、今こういう状況になっているわけですけれども、その中でもつくったわ

けですから、三沢市というのが他の地域と比べて多分基地があるからというか、補助金が

他の地域よりも獲得しやすい地域性というのもあると思うのです。かといっても、とりあ

えず建てたからよしではなくて、やはりそれをどう活用していくのかというところをしっ

かりと改めて認識をしていただきながら、今後さらにこのみーくるという施設、そしてこ

の地域が活性化していくことを期待して質問を終わりたいと思います。ありがとうござい

ました。 

森委員長：そのほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：ないようですので、質疑を終結します。 

 討論を行います。 

奥本委員：私は、認定第１号令和２年度三沢市一般会計歳入歳出決算書に対して、一部反

対をいたします。 

 先ほども質問をしたとおりなのですけれども、やはり定住・移住の施策、またプレミア

ム商品券の施策に対して、やはり検証が必要だと、見直しが必要だということを訴えたい

と思いますし、また先ほども財政調整基金、これ目減りしていなかったということで、財

政調整基金というのは、今本当に災害だと言われているようなこのコロナ禍において、や

はりここが財政、市独自の支援策というものを活用して出さなければならない、そういう

ものだと思うのですが、今ある建物の維持管理費のために財政調整基金というのがあるわ

けではありません。そういう観点から私はこの決算、一部反対といたします。 

森委員長：討論を終結いたします。 

 採決いたします。この採決は、挙手により行います。 

 認定第１号は、原案のとおり認定すべきものと決することに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者挙手） 

森委員長：挙手多数であります。 

 よって、認定第１号令和２年度三沢市一般会計歳入歳出決算認定については、原案のと

おり認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第２号令和２年度三沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてを

議題といたします。 

 当局の説明を願います。 
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工藤市民生活部長：認定第２号令和２年度三沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の概

要について、御説明申し上げます。 

 令和２年度の三沢市国民健康保険事業は、都道府県が財政運営の主体となって３度目の

決算となり、堅実な財政運営を維持しながらも、疾病、負傷及び出産などに関して必要な

保険給付を行うとともに、健康の保持・増進を図るための保険事業などに取り組んだとこ

ろであります。 

 決算書の２９０ページ及び２９１ページをお開き願います。 

 予算額決算額総括表に基づき、御説明申し上げます。 

 初めに、歳入から御説明申し上げます。 

 １款の国民健康保険税は、国民健康保険事業に要する費用に充てるための税金で、８億

２,９７８万１,３５６円となっております。 

 次に、２款の使用料及び手数料は、保険税の督促手数料で、５６万３,３００円となっ

ております。 

 次に、３款の国庫支出金は、新型コロナウイルス感染症の影響により、収入または所得

が一定程度減少した方への保険税減免分に対する補助金のほか、国民健康保険制度に対し

て交付される補助金で、４０９万円となっております。 

 次に、４款の県支出金は、財政運営の主体である青森県から医療給付に要する経費とし

て市町村に対して交付されるもので、２５億２,７００万８,０７６円となっております。 

 次に、６款の繰入金は、低所得者に対する保険税の軽減分などに対する一般会計からの

繰入金のほか、国民健康保険診療報酬支払準備基金からの繰入金で、３億８,８０５万２,

０００円となっております。 

 次に、８款の諸収入は、保険税の延滞金などで、１,４０６万４,５８２円となっており

ます。 

 以上、歳入につきましては、合計で３７億６,３５５万９,３１４円となっております。 

 次に、歳出について御説明申し上げます。２９２ページ及び２９３ページを御参照願い

ます。 

 １款の総務費は、人件費や事務費などで、７,９４３万５,５７８円となっております。 

 次に、２款の保険給付費は、医療費総額から自己負担分を除いた療養給付費や出産育児

一時金などで、２４億３,１１５万９,６７０円となっております。 

 次に、３款の国民健康保険事業費納付金は、財政運営の主体である青森県へ納付するも

ので、１１億７,４１８万１,８９６円となっております。 

 次に、４款の共同事業拠出金は、退職者医療制度の事務費で、６００円となっておりま

す。 

 次に、６款の保健事業費は、健康増進事業の委託などに要した費用で、２,１１２万９,

７６３円となっております。 

 次に、８款の公債費は、現金が不足した場合に一時的に金融機関から借入れを行った際

の利子相当分で、５８円となりました。 

 次に、９款の諸支出金は、保険税の還付金などで、９４７万２,４６３円となっており

ます。 
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 以上、歳出につきましては、合計で３７億１,５３８万２８円となっております。 

 この結果、歳入歳出差引きでは４,８１７万９,２８６円の剰余金が生じることになりま

すが、全額を国民健康保険診療報酬支払準備基金へ積み立てることとしております。 

 以上が、令和２年度三沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の概要であります。よろ

しくお願い申し上げます。 

森委員長：それでは、質疑を行います。 

奥本委員：それでは、質問させていただきます。 

 今の国民健康保険税というのは、やはり負担が大きいということで、無職でも、なくて

も払わなくてはならないとい制度になっています。そういう中で、昨年、令和２年度です

けれども、コロナ禍ということで前年度の収入で算定されると思うのですが、その影響と

いうのはどういうものだったでしょうか。 

山田国保年金課長：お答えいたします。 

 令和２年度の国保税の所得割額につきましては、所得減少で課税自体が若干減少してい

る状況です。 

 以上です。 

奥本委員：課税自体が、要するに令和２年度でその元年のときはまだコロナではなかった

ですよね。そのときの収入で計算されるわけですよね。その中で減っていて影響がなかっ

たということですか。 

山田国保年金課長：令和２年度の課税割は元年度分なので、ですのでコロナの影響はな

かったのですが、それにしても減少したということです。 

奥本委員：すみません。コロナの影響が、収入が減っている方々が、例えば所得がコロナ

の影響を受けて、例えば職を失うとか、減収になった方々が前年度で算定して保険料を払

うということになれば負担が大きくなるのではないでしょうか。 

山田国保年金課長：お答えいたします。 

 それにつきましては、コロナ減免というもの、昨年度条例改正しておりまして、所得の

３割以上減少した方については減免を行っております。 

 以上です。 

奥本委員：それを聞きたかったのです。 

 それで、どのくらいの影響があったのかということをお伺いしたかったということで

す。 

山田国保年金課長：令和２年度のコロナ減免の実績でございますけれども、２１件、４８

３万３,９００円ほどの申請が行われております。 

 以上です。 

奥本委員：やはり、こういうところで国のほうの補助もあって減免対策されていると思う

のですけれども、今後様々な持続化給付金とか、そういった補助金等で、それが算定され

る、次の年になるのですけれども、そうなったときに負担が大きくなるということも考え

られますので、引き続き減免対策しっかりと取っていただきたいと思います。 

 あとは、今課税の所得割とか資産割、均等割とあるのですけれども、ここで今言われて

いるのが、国も今年度からですか、対応するのかと思うのですが、均等割で赤ちゃんがお
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ぎゃっと産まれて、それですぐにこの一人分の税金がかかると、国保税がかかるというこ

とで、少子化対策、そしてこういった負担軽減策として取り組む必要があるのかなと思う

のですが、それについてはいかがでしょうか。 

山田国保年金課長：お答えをいたします。 

 来年度、令和４年度の国保税の課税については、国のほうの少子化支援対策として、そ

れこそ今おっしゃられましたように、産まれたときの子供、就学前になりますけれども、

均等割額を半額、５割軽減というのを導入という予定になっております。これ、来年度の

国保税の課税からとなります。 

 以上です。 

奥本委員：まだまだコロナの影響というのは、大変ワクチンも接種されている方が増えて

きてはいるとはいえ、また今ニューヨークで新たな変異株が見つかって、今ニューヨーク

で蔓延しているそうです。こういった中でアメリカのほうでそういう新たな変異株が出て

きて、うちは米軍基地がありますので、そういった部分で検疫で水際対策しっかりやって

いるとはいえ、こういった先が読めないような、そういうデータもありますので、ぜひと

も、この負担軽減というところは国だけではなくて三沢市としても、子育て支援にもつな

がりますし、そういった部分での支援を十分に検討していただきたいということを要望し

て終わります。 

森委員長：そのほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 認定第２号は、原案のとおり認定すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、認定第２号令和２年度三沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

は、原案のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第３号令和２年度三沢市食肉処理センター特別会計歳入歳出決算認定につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

吉村経済部長：認定第３号令和２年度三沢市食肉処理センター特別会計歳入歳出決算の概

要について、決算書の３４０ページと３４１ページの総括表に基づき説明させていただき

ます。 

 三沢市食肉処理センター事業は、市内を中心とした養豚生産者から搬入された豚を屠畜

解体処理の上、誘致企業であるスターゼンミートプロセッサー株式会社に出荷しているも

ので、生産性の向上や維持管理、コストの削減、新規出荷者の誘致活動などによる処理頭

数の確保に努めております。 
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 また、ＨＡＣＣＰに基づいた国際的なマネジメントシステムであるＳＱＦの継続認証を

受け、当センターにおける食肉処理が国際基準で安全かつ高品質であることが認定される

など、食肉処理の衛生管理体制の強化につきましても同時に推進してきたところでありま

す。 

 令和２年度における三沢市食肉処理センターの処理頭数実績に関しましては、４８万

６,７８１頭となり、前年度と比較して１３頭の減となったところであります。 

 令和２年度決算につきましては、歳入決算額が１２億３,６３５万１,６３１円となり、

予算額と比較しますと４,６４０万９,６３１円の増となっております。また、歳出決算額

は１０億７,８０９万２,４２７円で、予算残額は１億１,１８４万９,５７３円となってお

ります。これにより、歳入歳出差引き残額は１億５,８２５万９,２０４円となったところ

であります。 

 なお、当該歳入歳出差引き残額につきましては、同額を翌年度に繰り越しております。 

 次に、歳入の主なものについて御説明申し上げます。 

 まず、１款の事業収入につきましては、養豚生産者等から市に納付される各種使用料等

で、決算額が１１億１,４３４万３,０１４円となりました。 

 ２款分担金につきましては、隣接する荷受け会社と共同で利用している排水処理施設の

維持管理経費負担金で７８２万２,９９３円となっております。 

 ３款財産収入は、基金利子で９万６,３５６円。５款繰越金は、前年度からの繰越金で

１億１,４０８万８,７５２円。６款諸収入は、預金利子で５１６円となっております。 

 次に、歳出の主なものについて御説明申し上げます。 

 １款事業費につきましては、決算額が８億９,１８６万３,００２円となっており、その

主な内訳といたしまして、三沢畜産公社に対する指定管理料が７億８,８２３万６,９８５

円、食肉処理センター養豚生産者協議会補助金などの負担金補助及び交付金が１１９万

９,７６４円、食肉処理センター整備に係る工事請負費が１,５８０万４００円、地方財政

法第７条に基づく剰余金として基金積立金が５,７１４万１,３５６円などとなっておりま

す。 

 次に、２款公債費につきましては、１億８,６２２万９,４２５円となっており、その内

訳といたしましては、平成２４年度から平成２６年度に行われた三沢市食肉処理センター

大規模改修に伴う長期債の元金償還金が１億５,９２０万７,１７０円、利子償還が２,７

０２万２,１８０円となっております。 

 以上が、令和２年度三沢市食肉処理センター特別会計歳入歳出決算の概要でございま

す。よろしくお願いいたします。 

森委員長：それでは、質疑を行います。 

春日委員：成果報告書の１２３ページをもとに質問させていただきます。 

 質問の内容は、働き方改革についてでございます。この観点で質問をさせていただきま

す。 

 こちらの三沢市食肉処理センター概要に記されているとおり、非常にすばらしい経営、

一貫して一般会計からの繰入のない黒字経営を継続しておりますということで、様々な衛

生管理、施設管理の適正化等々の概要、事業報告でございました。 
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 先般も担当部長、担当課長ともお話をさせていただきました。実際にこちらで業務に携

わっている方、ことにもちろん作業工程の中で大変な熱風といいますか、暑さの中での作

業工程に携わっている方々、この夏場の熱中症対策、暑さたるや、大変な状況であるとい

うことを初めて直接働いている方からお聞きいたしまして、非常にこのすばらしい成果を

上げているこのセンターの中で、働いている皆様にどれほどまた負担をいただきながらも

業務を頑張っていてくださっているのだろうということも私なりに承知をしたところでご

ざいます。 

 施設の様々な構造上、すぐには改善できないこともお聞きしたところでありますけれど

も、今後、年数がかかろうとも、これらの点をしっかりと踏まえて、働く皆様が少しでも

働きやすい環境を整えるということは、市として非常に重要ではないかとの思いに至って

いるところでございます。 

 今後の見通しについてお聞かせいただきたいと思います。 

沖澤農政課長：ただいまの今後における施設の環境維持といいますか、働き方がどのよう

に改善されるのかといった御質問でありますけれども、夏場におきまして、やはり環境的

にはボイルとかそこら辺、豚を処理するに当たって、いろいろ温度の高いお湯とかそうい

うのを使いますので、何分温度上昇等が当然考えられて、その中でちょっと環境の不便さ

を認識はしておりますけれども、今後におきましては、そのような空気の流れ、そこら辺

大型フードとかを設置しまして、外気との空気の流れを保つような施設の在り方を考えな

がら畜産公社のほうと調整取りながら、何が働く人の環境にとってよいのか、そこら辺を

調査しながら、１番いいような環境で健康管理に留意しながら作業していただくようなこ

とを目指しながら調整していきたいと考えております。 

 以上です。 

春日委員：承知しました。働く皆様は、この夏場特に会社から支給された氷を首に巻き、

しのいでいるという状況も、具体なことも聞きました。質問が前後してしまいましたけれ

ども、このような状況、今私は初めてこのたび知ることとなりましたけれども、市として

はこういう状況であるということは以前から承知をされていたでしょうか。 

沖澤農政課長：現場サイドでの状況を市がどのように把握していたかということでありま

すけれども、月１回ずつ畜産公社からは事業計画等、そこら辺計画及び作業日誌も提出さ

れておりますけれども、当然その中で体調不良とか、けがとか、そういったのも当然報告

してきております。その中で環境が悪いとか、そういった現場で働く人の声というのは、

ちょっとうちのほうまでそういった日誌とかそこら辺には上がってきませんので、直接公

社のほうには作業員とかそこら辺働く人がしゃべっているかもしれませんけれども、そこ

ら辺の逐一の情報となりますと、うちのほうには上がってきていないというのが現在の状

況であります。 

 以上です。 

春日委員：ぜひ今後、このことを直接お聞きした私にとりましても、やはり市としても最

前線で働く人たちのこの御苦労を本当に思いやって、できることを一つ一つ確かな改善に

つなげていく、働く方々がいかにも自分たちに向けて思いやりをもって努力をしてくだ

さっているという実感を得られるような、そういう具体な取組、それにはやはり説明をす
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るということも大事だと思います。見捨てているわけではない、できることを今このよう

に段階を踏んで検討をしている、そういう内容的に可能な点はしっかりとまた情報提供を

しながら進めていっていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

森委員長：そのほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：ないようでありますので、質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 認定第３号は、原案のとおり認定すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、認定第３号令和２年度三沢市食肉処理センター特別会計歳入歳出決算認定につ

いては、原案のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第４号令和２年度三沢市介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてを議題

といたします。 

 当局の説明を願います。 

篠田福祉部長：：認定第４号令和２年度三沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の概要につ

きまして、決算書の３６４ページから３６５ページの予算額決算額総括表に基づき御説明

申し上げます。 

 第７期介護保険事業計画の最終年次であります令和２年度は、地域包括ケアシステムと

保険者機能強化の推進に重点を置き、介護予防事業及び介護給付適正化などの諸施策を積

極的に実施することで、適正な介護保険給付の実施と適切な介護保険サービスの提供を図

り、持続的な介護保険制度の運営に努めたものであります。 

 それでは、歳入から御説明を申し上げます。 

 １款の保険料は、第１号被保険者の保険料で、決算額は７億４,７９６万２,９８７円と

なったところであります。 

 ２款の使用料及び手数料は、保険料の督促手数料で、決算額は５万９,７００円となっ

たところであります。 

 ３款の国庫支出金につきましては、国からの介護給付費負担金及び調整交付金などの国

庫補助金で、決算額は８億７,９１０万７５１円となったところであります。 

 ４款の支払基金交付金は、第２号被保険者の納付金で、決算額は９億１,５１３万３,５

２５円となったところであります。 

 ５款の県支出金は、県からの介護給付費負担金及び地域支援事業交付金で、決算額は４

億８,５６５万５,７３８円となったところであります。 

 ６款の財産収入は、介護保険給付費支払準備基金の預金利子で、決算額は１万５,６７

５円となったところであります。 
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 ７款の繰入金は、介護給付費、職員人件費、事務費等に対する一般会計からの繰入金や

介護保険給付費支払準備基金からの繰入金で、決算額は６億３,４３３万８,０００円と

なったところであります。 

 ９款の諸収入は、要支援者に対し地域包括支援センターが作成する計画書に対し支払わ

れる介護報酬費などで、決算額は１,８８６万３,８７３円となったところであります。 

 以上、歳入につきましては、決算額３６億８,１１３万２４９円となり、前年度に比較

して１,５９１万５,０１７円、０.４％の増となったところであります。 

 次に、歳出について御説明申し上げます。 

 １款の総務費は、職員の人件費や事務費のほか、介護認定審査会費、介護予防支援事業

費等に要した費用で、決算額は１億９１７万９９８円となったところであります。 

 ２款の保険給付費は、居宅及び施設における介護サービス等諸費及び介護予防サービス

等諸費、高額介護サービス等諸費並びに特定入所者介護サービス等費などで、決算額は３

２億９,３３２万５,７９４円となったところであります。 

 ４款の地域支援事業費は、介護予防事業及び地域包括支援センター運営に係る費用で、

決算額は１億８,７１４万３,９０３円となったところであります。 

 ５款の基金積立金は、介護保険給付費支払準備基金積立金に係る利息で、決算額は１万

５,６７５円となったところであります。 

 ７款の諸支出金は、令和元年度の国庫支出金等の確定による返還金で、決算額は２,６

７６万７,４３０円となったところであります。 

 以上、歳出につきましては、決算額３６億１,６４２万３,８００円となり、前年度に比

較して３,２０８万９,５１１円、０.９％の増となったものであります。 

 この結果、歳入歳出差引きで６,４７０万６,４４９円の剰余金となりました。この剰余

金につきましては、三沢市介護保険給付費支払準備基金条例に基づき全額積立ていたしま

した。 

 以上が、令和２年度三沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の概要であります。よろしく

お願い申し上げます。 

森委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 認定第４号は、原案のとおり認定すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、認定第４号令和２年度三沢市介護保険特別会計歳入歳出決算認定については、

原案のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第５号令和２年度三沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
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を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

工藤市民生活部長：認定第５号令和元年度三沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

概要について御説明申し上げます。 

 決算書の４１８ページ及び４１９ページをお開き願います。 

 令和２年度の事業といたしましては、後期高齢者の医療費に対する保険料を確保すると

ともに、適切な医療給付に努めたところであります。 

 それでは、予算額決算額総括表に基づき御説明申し上げます。 

 初めに、歳入から御説明申し上げます。 

 １款の後期高齢者医療保険料は、被保険者から納付していただく保険料で、３億１,３

０２万３,８００円となっております。 

 ２款の使用料及び手数料は、保険料の督促手数料で、６万５,７００円となっておりま

す。 

 ３款の繰入金は、事務費や保険基盤安定に係る一般会計からの繰入金で、１億２,６１

６万９,０００円となっております。 

 ４款の諸収入は、保険料の延滞金のほか、広域連合からの保険料還付金や特定健診事業

に係る広域連合からの業務委託料などで、５９６万２,１４４円となっております。 

 ５款の繰入金は、前年度の剰余金で、１４８万８,１８５円となっております。 

 以上、歳入につきましては、合計で４億４,６７０万８,８２９円となっております。 

 次に、歳出について御説明申し上げます。 

 １款の総務費は、人件費や事務費などで、２,６５２万２,３５５円となっております。 

 ２款の後期高齢者医療広域連合納付金は、被保険者からの保険料等や基盤安定負担金を

青森県後期高齢者医療広域連合に対して納付するもので、４億４５２万３９０円となって

おります。 

 ３款の保健事業費は、特定健診事業に係る事務費で、５１０万７,３５３円となってお

ります。 

 ４款の諸収入は、保険料の還付金のほか還付加算金で、１２４万６,４００円となって

おります。 

 ５款の保険給付費は、後期高齢者医療高額介護合算療養費で、３３万１,５３４円と

なっております。 

 ６款の公債費は、現金が不足した際に一時的に金融機関から借入れを行った際の利子相

当分で、３２円となりました。 

 以上、歳出につきましては、合計で４億３,７７２万８,０６４円となっております。 

 この結果、歳入歳出差引きでは、８９８万７６５円の剰余金が生じることとなり、当該

余剰金につきましては翌年度に繰り越すこととしております。 

 以上が、令和２年度三沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の概要であります。よ

ろしくお願い申し上げます。 

森委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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森委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 認定第５号は、原案のとおり認定すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、認定第５号令和２年度三沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

ては、原案のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第６号令和２年度三沢市水道事業会計決算認定についてを議題といたしま

す。 

 当局の説明を願います。 

高橋上下水道部長：認定第６号令和２年度三沢市水道事業会計決算の概要について御説明

申し上げます。 

 令和２年度水道事業会計の予算執行に当たりましては、「安全安心な水 未来につなぐ 

みさわの水道」の基本理念に、将来にわたって水の安全性及び安定性を確保するため、各

施設の整備改修に努めたところでございます。 

 主な事業としましては、平成２９年度から４年間の継続事業でありました、仮称南部配

水場整備事業を実施したほか、耐震性の低い管路の耐震化工事を実施いたしたところでご

ざいます。 

 それでは、水道事業会計決算書の２ページ及び３ページを御参照願います。 

 （１）収益的収入及び支出のうち、初めに２ページ左上、収入について御説明申し上げ

ます。 

 第１款事業収入の第１項営業収益は、水道料金が主なもので、７億４,８５６万３,３３

０円となっております。第２項営業外収益は、長期前受金戻入が主なもので、１億７,０

７４万１,６４２円となっております。第３項特別利益は、退職給付引当金戻入が主なも

ので、１,１０１万３,８９７円となっております。 

 以上、第１款事業収益の決算総額は、９億３,０３１万８,８６９円となっております。 

 次に、２ページ下段、支出について御説明申し上げます。 

 第１款事業費用の第１項営業費用は、建物、機械等の減価償却のほか、電気料金及び人

件費が主なもので、決算額は６億５,３０７万４６２円となっております。第２項営業外

費用は、企業債の利息償還金が主なもので、３,６３８万８,５１７円となっております。

第３項特別損失は、水道料金の精査によるもので、２７万１,０２２円となっておりま

す。 

 以上、第１款事業費用の決算総額は、６億８,９７３万１円となっております。 

 次に、４ページ及び５ページを御参照願います。 

 （２）資本的収入及び支出のうち、初めに４ページ上段、収入について御説明申し上げ

ます。 
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 第１款資本的収入の第１項企業債は、（仮称）南部配水場整備事業及び老朽管改修に伴

うもので、４億８,４９０万円となっております。第２項補助金は、整備及び改修に伴う

国庫補助金で、３億６,４７７万８,０００円となっております。 

 以上、第１款資本的収入の決算総額は、８億４,９６７万８,０００円となっておりま

す。 

 次に、４ページ下段、支出について御説明申し上げます。 

 第１款資本的支出の第１項建設改良費は、施設整備に伴うもので、決算額は１１億２,

４３５万５６２円となっております。第２項企業債償還金は、９,７８８万６,６３８円と

なっております。 

 以上、第１款資本的支出の決算総額は、１２億２,２２３万７,２００円となっておりま

す。 

 この結果、資本的収支及び支出の差引額は、３億７,２５５万９,２００円の不足となり

ますが、これにつきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額６,２２

８万７,００１円のほか、減債積立金９,７８８万６,６３８円及び損益勘定留保資金２億

１,２３８万５,５６１円をもって補塡いたしております。 

 次に、財務諸表にて、純利益及び剰余金等について御説明申し上げます。９ページの損

益計算書を御参照願います。 

 １、営業収益から６、特別損失までの各収益及び支出費用を差し引いた当年度純利益は

１億７,６４９万１,４６１円となっております。 

 続きまして、１０ページから１１ページの剰余金計算書を御参照願います。 

 剰余金のうち、当年度未処分利益剰余金は、３億７５４万５,０７６円となっておりま

す。内訳といたしては、受贈財産の剰余金振替分が３,３１６万６,９７７円、減債積立金

の使用分が９,７８８万６,６３８円、当年度純利益が１億７,６４９万１,４６１円となっ

てございます。 

 次に、１２ページの剰余金処分計算書案を御参照願います。 

 水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例に基づき、決算において生じた未処分利

益剰余金３億７５４万５,０７６円のうち、２億９６５万８,４３８円を減債積立金に積み

立て、９,７８８万６,６３８円を資本金に組み入れるものでございます。 

 以上、次ページ以降の貸借対照表及び決算附属書類を添付し、令和２年度三沢市水道事

業会計の決算概要説明といたします。よろしくお願い申し上げます。 

森委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 認定第６号は、原案のとおり認定すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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森委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、認定第６号令和２年度三沢市水道事業会計決算認定については、原案のとおり

認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第７号令和２年度三沢市下水道事業会計決算認定についてを議題といたしま

す。 

 当局の説明を願います。 

高橋上下水道部長：認定第７号令和２年度三沢市下水道事業会計決算の概要について御説

明申し上げます。 

 下水道事業は、令和２年４月１日より地方公営企業法を適用した企業会計移行後の初め

ての決算となってございます。 

 令和２年度下水道事業会計の予算執行に当たりましては、衛生的で快適な暮らしと住み

よい環境づくりを目指し、各施設の整備改修に努めたところでございます。 

 主な事業といたしましては、下水道を使用できる地域を拡大するための幹線築造工事及

び枝線築造工事を実施したほか、継続的に安心・安全な汚水処理を行うための調査及び計

画を策定いたしたところでございます。 

 それでは、下水道事業会計決算書の２ページ及び３ページを御参照願います。 

 （１）収益的収入及び支出のうち、初めに左上の収入について御説明申し上げます。 

 第１款事業収入の第１項営業収益は、下水道使用料が主なもので、５億９,１０６万６,

４８８円となっております。第２項営業外収益は、長期前受金戻入が主なもので９億４,

５８９万９,２４１円となっております。第３項特別利益は、他会計負担金が主なもの

で、１,０３５万７,６７９円となっております。 

 以上、第１款事業収入の決算総額は、１５億４,７３２万３,４０８円となっておりま

す。 

 次に、２ページ下段、支出について御説明申し上げます。 

 第１款事業費用の第１項営業費用は、建物、機械等の減価償却のほか、浄化センター運

転管理業務委託料及び人件費が主なもので、１２億２,５１８万４,７９３円となっており

ます。第２項営業外費用は、企業債の利益償還金が主なもので、１億７,５９６万２,４１

９円となっております。第３項特別損失は、特別会計時の過年度賞与引当金が主なもの

で、５５０万１６６円となっております。 

 以上、第１款事業費用の決算総額は、１４億６６４万７,３７８円となっております。 

 次に、４ページ及び５ページを御参照願います。 

 （２）資本的収入及び支出のうち、初めに４ページ上段、収入について御説明申し上げ

ます。 

 第１款資本的収入の第１項企業債は、資本費平準化債が主なもので、５億５,０５０万

円となっております。第２項出資金は、農業集落排水事業の企業債償還金への出資金で、

３,０２５万４,０００円となっております。第３項補助金は、整備及び改修に伴う国庫補

助金で、１億７,９３２万９,０００円となっております。第４項負担金は、他会計負担金

及び受益者負担金などが主なもので、１億３,４４３万５,４００円となっております。 

 以上、第１款資本的収入の決算総額は、８億９,４５１万８,４００円となっておりま
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す。 

 次に、４ページ下段、支出について御説明申し上げます。 

 第１款資本的支出の第１項建設改良費は、敷設整備に伴うもので、３億９,２０３万７,

９２２円となっております。第２項企業債償還金は、１０億２４０万１,９０６円となっ

ております。 

 以上、第１款資本的支出の決算総額は、１３億９,４４３万９,８２８円となっておりま

す。 

 この結果、資本的収入及び支出の差引額は、４億９,９９２万１,４２８円の不足となり

ますが、これにつきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３,３１

８万３,５３０円のほか、引継金９,２４５万１,９６１円、損益勘定留保資金３億６,６６

６万１,３６５円及び当年度利益剰余金処分額７６２万４,５７２円をもって補填いたして

おります。 

 次に、財務諸表にて純利益及び剰余金等について御説明いたします。 

 ９ページの損益計算書を御参照願います。 

 １、営業収益から６、特別損失までの各収益及び支出費用を差し引いた当年度純利益

は、１億２,４２３万３,７１６円となっております。 

 次に、１０ページから１１ページの剰余金計算書及び剰余金処分計算案を御参照願いま

す。 

 剰余金のうち当年度未処分利益剰余金は、１億２,４２３万３,７１６円となり、水道事

業及び下水道事業の設置等に関する条例に基づき、減債積立金へ全額積み立てるものでご

ざいます。 

 以上、次ページ以降の貸借対照表及び決算付属書類を添付し、令和２年度三沢市下水道

事業会計決算概要の説明といたします。よろしくお願い申し上げます。 

森委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 認定第７号は、原案のとおり認定すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、認定第７号令和２年度三沢市下水道事業会計決算認定については、原案のとお

り認定すべきものと決しました。 

 次に、令和２年度三沢市立三沢病院事業会計決算認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

田辺三沢病院事務局長：認定第８号令和２年度三沢市立三沢病院事業会計決算につきまし

ては、御説明を申し上げます。 
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 令和２年度の予算執行に当たりましては、新型コロナウイルス感染症が全国的に猛威を

ふるう中、地域住民の安全・安心のため、発熱外来の運用や感染症の蔓延に備えた病床の

確保など、感染防止対策に努めながら、質の高い医療と充実したサービスの提供を心がけ

てまいりました。しかしながら、入院患者数の大幅な減少による収益の減少は避けられ

ず、資金不足解消のための一般会計からの繰入金や損失補填に係る国、県からの補助金に

より、この厳しい状況に対処したところでございます。 

 それでは、決算書の２ページ及び３ページを御参照願います。 

 （１）の収益的収入及び支出のうち、まず収入につきまして御説明を申し上げます。 

 第１款病院事業収益の第１項医業収益は、入院収益と外来収益が主なもので、４６億

２,７５８万８,８９８円となったところでございます。第２項医業外収益は、他会計補助

金、他会計負担金及び補助金が主なもので、１５億２,８７４万１２４円となったところ

であります。第３項特別利益は、一般会計からの繰入金及び県補助金が主なもので、３億

６,６２９万２,５７３円となったところであります。これによりまして、病院事業収益の

決算額は、６５億２,２６２万１,５９５円となったところでございます。 

 次に、支出につきまして御説明申し上げます。 

 第１款病院事業費用の第１項医業費用は、給与費、材料費、経費などが主なもので、５

９億３,１０８万１,６２５円となったところであります。第２項医業外費用は、企業債支

払利息などで、２億７,６２７万７,８４１円となったところであります。第３項特別損失

は、令和２年度青森県新型コロナウイルス感染症対応医療従事者等慰労金給付事業に要す

る経費が主なもので、１億２,８０７万３,３４５円となったところであります。これによ

りまして、病院事業費用の決算額は６３億３,５４３万２,８１１円となったところでござ

います。 

 この結果、収支差引きでは、１億８,７１８万８,７８４円の利益となり、消費税及び地

方消費税を差し引いた当年度純利益は１億８,０４１万４,２０４円となったところでござ

います。 

 続きまして、４ページ及び５ページを御参照願います。 

 （２）の資本的収入及び支出のうち、収入につきまして御説明申し上げます。 

 第１款資本的収入の第１項企業債は、医療機器整備事業債で２,０００万円となってお

ります。第２項出資金は、一般会計からの繰入金で１億６,４６２万６,０００円となって

おります。第３項補助金は、国庫補助金と県補助金で３,７５６万４,０００円となり、こ

れを合わせた資本的収入の決算額は２億２,２１９万円となったところでございます。 

 次に、支出について御説明申し上げます。 

 第１款資本的支出の第１項建設改良費は、循環器用ファイリングシステム整備事業費及

びデジタル多用途脳波計外整備事業費を含む営業設備、リース資産購入費などが主なもの

で、８,１１５万４,８７５円となっております。第２項企業債償還金は、企業債の元金償

還で、３億６４６万７,７９２円となっております。第３項投資は、就学資金の貸付金で

１８０万円となり、これを合わせた資本的支出の決算額は３億８,９４２万２,６６７円と

なったところでございます。 

 この結果、財源不足となりました１億６,７２３万２,６６７円につきましては、当年度
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分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３７万１００円で補塡し、なお不足する１億

６,６８６万２,５６７円につきましては、当年度分損益勘定留保資金で補填いたしており

ます。 

 次に、１９ページを御参照願います。 

 令和２年度の業務量につきまして御説明申し上げます。 

 初めに、入院でございますが、年間の入院延べ患者数は５万４,５４４人で、前年度と

比較いたしますと６,４７０人の減となっております。また、１日の平均患者数は１４９.

４人で、前年度と比較いたしまして１７.３人の減となったところでございます。 

 次に、外来でございますが、年間の外来延べ患者数は９万５,４０７人で、前年度と比

較いたしますと５,９７２人の減となっております。また、１日の平均患者数は４１１.２

人で、前年度と比較いたしますと７.７人の減となったところでございます。 

 以上が、令和２年度三沢市立三沢病院事業会計決算の概要でございます。よろしくお願

いを申し上げます。 

森委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 認定第８号は、原案のとおり認定すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、認定第８号令和２年度三沢市立三沢病院事業会計決算認定については、原案の

とおり認定すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

 これをもって、決算審査特別委員会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

午後３時４５分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   森   三 郎   

 


